
別冊１

令和３年度使用

中 学 校 用 教 科 用 図 書 の

選 定 に 必 要 な 資 料

島根県教育委員会



Ａ 東京書籍 Ｌ 新興出版社啓林館

Ｂ 大日本図書 Ｍ 山川出版社

Ｃ 教育図書 Ｎ 数研出版

Ｄ 開隆堂出版 Ｏ 日本文教出版

Ｅ 学校図書 Ｐ 学研教育みらい

Ｆ 三省堂 Ｑ 自由社

Ｇ 教育出版 Ｒ 育鵬社

Ｈ 教育芸術社 Ｓ 学び舎

Ｉ 光村図書出版 Ｔ 廣済堂あかつき

Ｊ 帝国書院 Ｕ 日本教科書

Ｋ 大修館書店

各発行者記号は、次のとおりである。



「選定に必要な資料」の観点は以下のとおりである。

観 点 説 明

１ 内容、程度、分 記述された内容、程度が、生徒の発達の段階に適合しているか。また、分量が適切であるか。

量等 【各科目・特別の教科道徳 共通】

２ 題材の選択や構 取り上げられた題材の選択や構成は、学習を効果的に進めるために適切なものになっているか。

成等 【各科目・特別の教科道徳 共通】

３ 興味・関心への 生徒が興味・関心をもって学習できるように工夫されているか。

配慮等 【各科目・特別の教科道徳 共通】

４ 教科の特性、県 各教科の特性が生かされ、島根県の実態や課題に適合しているか。【各科目】

の実態や課題へ 道徳科の特性が生かされ、島根県の実態や課題に適合しているか。【特別の教科道徳】

の適合等

５ 各教科及び実生 各教科における資質・能力との関連や実生活へ生かせる工夫が盛り込まれているか。【各科目】

活との関連につ 各教科等における道徳教育との関連や実生活へ生かせる工夫が盛り込まれているか。

いての工夫 【特別の教科道徳】

６ その他 観点１～５にあてはまらない内容やその他特筆すべき事項 【各科目・特別の教科道徳 共通】

総括 観点１～５及びその他についての記述や感性を育む要素などを総合したその教科用図書の全体的

な特徴等 【各科目・特別の教科道徳 共通】



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

５　各教科及び実生
　　活との関連につ
　　いての工夫

　６　その他

Ａ

〇｢本編｣｢基礎編｣｢資
料編｣の３部で構成さ
れ、｢基礎編｣では言葉
の力を身に付けるため
の資料が掲載され、｢
資料編｣には学習に役
立つ資料や学びを深化
できる資料が掲載され
ている。
〇「読む」領域の学習
材末の「てびき」で
は、学習の目標や活用
例が明記され、学習に
見通しが持てるよう工
夫されている。
(1年p.104）

〇本編の「学びの扉」
の内容を巻末の基礎編
「学びを支える言葉の
力」で深く学べるよう
に工夫されている。
（2年p.54,230）
〇「読む」領域では３
年「いつものように新
聞が届いた～メディア
と東日本大震災」など
社会的に話題となった
事柄と関連する学習材
が取り上げられてい
る。（3年p.184）

○１年古典教材導入で
は、「伊曽保物語」を
取り上げ、身近な童話
との関連を示し、古典
学習へ関心を引き出す
工夫がされている。(3
年p.148,1年p.130)
○オリジナルキャラク
ターや「学びの扉」で
の漫画の活用により、
主体的な学びに導くよ
う工夫されている。

〇２年｢ハトはなぜ首
を振って歩くのか｣な
ど、文章と図表を結び
付けて読むことを通し
て、生徒の「読む力」
を育成するよう工夫さ
れている。(2年p.55)
〇読書への招待、読書
案内、著名人の読書の
すすめ等、書籍紹介
ページを設け、読書活
動とともに、図書館利
用や情報活用を促す工
夫がされている。（1
年p.287-291）

〇他教科との関連があ
るページには、マーク
がついており国語で学
んだことを他教科の学
習に生かすことができ
るよう工夫されてい
る。
（1年p.172）
〇巻末の「言葉を広げ
よう」では、表現の幅
を広げるために役立つ
言葉が一覧で記してあ
り、生徒の語彙を増や
す手立てが講じられて
いる。

〇二次元コードが
記されており関連
する音声や映像、
練習問題を確認で
き、家庭学習に活
用できる。(1年
p.130-336)
○１年生最初の教
材は文字や行間を
大きくし、１年生
への配慮がされて
いる。また、１・
２年では小学校６
年の漢字問題が付
され、小中連携が
図られている。（1
年p.14,222,2年
p.226）

〇レポートや新聞、手
紙、多様な形式の話合
いやスピーチ等を取り
入れ、他教科の学習と
の連携や生活を支える
言語能力の育成が図ら
れるよう工夫されてい
る。
〇巻頭カラーページや
各単元の扉には、季節
感のある写真、四季を
味わう言葉や詩歌など
を置き、感性を磨く場
としての工夫がされて
いる。

Ｆ

〇本編と資料編の２部
構成となっている。資
料編では実践的な方法
や社会生活で役立つ知
識がまとめてある。本
編の「読む」領域では
比較・仮定・関連付け
など情報整理の仕方に
ついて学びやすく配置
してある。(1年
p.28,74,190)
〇「学びの道しるべ」
で学習の流れを示し、
生徒の主体的な学びに
繋がるよう工夫されて
いる。（1年p.28）

〇「読む」領域では各
学習材に「読み方を学
ぼう」を置き、３年間
で22種類の読み方スキ
ルを身に付けられるよ
う図示されている。
（1年p.76,巻末）
〇２年｢心を込めてわ
かりやすく書く｣で
は、SNSを含む文字に
よるコミュニケーショ
ンについて考え実践す
ることを通して、主体
的に生活に生かすこと
ができるよう工夫され
ている。(2年p.52)

〇古典の学習では出典
の作品成立時期を年表
で示し、視覚的にとら
えやすいよう工夫され
ている。
〇各学年とも「歌の言
葉」として有名歌手の
一作品を載せ、言葉へ
の興味・関心を持つよ
う工夫されている。
（3年p.206）

〇全学年の第６単元
に、複数の情報を関連
づけながら現代の課題
について考える学習を
設定し、系統的に自分
の考えを形成する力を
伸長していくことがで
きるよう工夫されてい
る。(2年p.142)
〇３年古典教材｢能・
狂言｣は本県の伝統芸
能である神楽に通じ、
郷土を愛し伝統文化を
尊重する態度につなげ
ることができるよう工
夫されている。(3年
p.127）

〇各学年に「情報を関
連づける」という単元
が設けられ、複数の情
報を関連づけて考えを
まとめる学習活動が設
定されている。
〇巻末の資料編に情報
活用のページや、メモ
の取り方や話し合いの
仕方、各種文章の書き
方等の実生活に生かせ
る内容が網羅されてい
る。

〇｢読書の広場｣の
二次元コードのリ
ンク先には参考に
なる図解が掲載さ
れ、学びを生かす
ことができるよう
工夫されている。
(2年p.255)
〇｢日本文学名作
集｣として、各時代
の代表的な作品と
その冒頭を年表上
に示し、歴史学習
とともに理解を深
めることができる
よう工夫されてい
る。(2年p.304)

〇確かな言葉の力を身
につけるために「読み
方を学ぼう」という読
み方スキルの学習を効
果的に配置し、生徒の
主体的な学びにつなが
るよう工夫されてい
る。
〇古典の学習資料には
写真や絵が多く取り上
げられ、中学生を古典
の世界へといざなう仕
掛けが工夫されてい
る。（1年p.116-125)
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国語　No.１

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

３興味・関心への
 　配慮等

 ４教科の特性、県
 　の実態や課題へ
 　の適合等

５　各教科及び実生
　　活との関連につ
　　いての工夫

　６　その他

Ｇ

〇各学年とも巻頭に
「学ぶ内容と身につけ
たい言葉の力」・「教
科書の構成」を記し、
国語学習の概要をまと
められており、学習に
見通しが持てるよう工
夫されている。（p.6-
11）
○国連の「持続可能な
開発目標（SDGｓ）」
との関連を示し、社
会・世界との関わりを
考えさせるよう工夫さ
れている。

〇｢学びのチャレンジ｣
では、幅広い文種の教
材を用いて、図表やグ
ラフ、文字以外の情報
と文章を関連付けて読
み、考えを形成して表
現する活動に取り組む
ことができるよう工夫
されている。(3年
p.208)
○「読む」領域では教
材の「みちしるべ」で
作品に対する読み深め
や、自分の考えをもつ
ことができるよう配慮
されている。(2年
p.34)

〇１年は昔話「桃太郎」
を入口として、古典の学
習に興味を持つことがで
きるよう工夫されてい
る。(1年p.110)
〇メディアと表現では漫
画独自の表現方法を捉え
ることを目標とするな
ど、生徒になじみのある
漫画を記載し、興味・関
心を持つことができるよ
う工夫されている。（1
年p.226）

○教材ごと、単元ごと
に関連図書を紹介して
おり、並行読書を促す
とともに、分野を網羅
した読書活動へつなが
るよう工夫されてい
る。
〇「広がる本の世界」
として、９回にわたっ
て全90冊の本を紹介す
るなど読書活動につな
がる記載を多く取り入
れている。（1年p.28)

○情報化社会における
情報活用のみならず、
情報モラルの点で考え
させられる内容が読み
物教材でおさえられて
いる。(1年p.62,64,2
年p.84,3年p.60,64）
〇巻末の「言葉の自習
室」には、多角的に学
習を深められるよう、
「百人一首・十二支・
原稿用紙の使い方」に
関する情報が記されて
いる。（1年p.306)

〇全学年裏表紙の
「ふるさとを巡
る」では、文学に
ゆかりのある全国
各地の風景を写真
掲載し、作者や作
品と共に確認でき
るよう工夫されて
いる。
〇各学年の学習教
材の中には「まな
びリンク」が設定
されており、補助
資料や外部サイト
で関連情報を知る
ことができる。
（p.12)

〇教材冒頭の「学びナ
ビ」で単元の目標と学
び方のポイントを確認
して学習の見通しをも
ち、｢みちしるべ｣を参
考にしながら学びを深
め、｢振り返り｣で学び
を自覚できるよう工夫
されている。
〇国連の「持続可能な
開発目標」の視点で教
材が精選され、実社会
における様々な問題を
提起している。

Ｉ

〇説明的文章の教材と
して「ダイコン」「だ
まし絵」など、図や絵
を多く用いた教材を配
置し、文章と図表を結
びつけて読むことがで
きるよう工夫されてい
る。(1年p.42-49)
〇「読書生活を豊か
に」では翻訳作品の読
み比べを通して、読書
活動と日常生活を結び
つける内容となってい
る。(2年p.84)

〇１年生の最初に音読
や発表の仕方、ノート
やメモの取り方、辞典
の使い方などの確認を
してから、中学校の授
業に向かえるよう配慮
されている。（p.16-
20）
〇各教材の終末の「学
習」は、振り返りとし
て「何ができるように
なったか」を自分の言
葉で書く設定となって
おり、理解したことを
言語化できるよう工夫
されている。(1年
p.50,51)

〇古典導入の１年｢古典
の世界｣で３年間で触れ
る古典教材の概略を紹介
し関心を持たせるととも
に、現代と変わらないも
のの見方や感じ方、想像
力等に気付くことができ
るよう工夫されている。
(1年p.156)
○レオナルド・ダ・ヴィ
ンチの「最後の晩餐」を
はじめを教材文に関連す
る絵画を折り込みページ
で大きく掲載するなど、
興味・関心をもって読み
深めることができるよう
工夫されている。（2年
ｐ.171-174）

〇巻頭折り込みページ
に「思考の地図」と題
して、各学年の発達段
階に適した思考ツール
が紹介されており、学
習で思考が深められる
よう工夫されている。
（p9,10）
〇｢学習の窓｣では、汎
用的な読みのポイント
を図解しながらわかり
やすく解説している。
また巻末では年間で学
ぶ読みの力を一覧にま
とめて表示している。
(1年p.50,266)

○巻末には，下学年の
漢字の一覧があり、特
に１年では手書き風の
書体で書かれた漢字が
掲載され、漢字の定着
に向けて配慮されてい
る。(1年p.258)
〇３年｢実用的な文章
を読もう｣や｢報道文を
比較して読もう｣で
は、情報伝達の工夫や
相手意識を理解する学
習を通して、論理的思
考力や情報活用力を身
に付けることができる
よう工夫されている。
(3年p.62,64)

〇二次元コードに
は動画や資料、学
習コンテンツが収
録されており、自
主学習や家庭学習
等で学びの幅が広
がるよう工夫され
ている。（3年
p.150）
○「ことわざ・慣
用句」では、人権
的な配慮が必要な
言葉もあることが
明記されている。
（3年p.118）

〇「読むこと」教材の
「学習」ページに一連
の学習過程を示し、各
単元で重点を置く過程
を強調することで、身
に付ける力を意識して
学習が進められるよう
工夫されている。
〇裏表紙には「色の名
前」など（2年）、日
本語の持つ言葉の豊か
さ・美しさを身近に味
わえるよう配慮されて
いる。

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

国語　No.２

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ａ

〇主な毛筆教材は１・
２年が各５教材、３年
１教材。硬筆は各学年
に古典を１教材ずつ配
置した他は、毛筆と関
連付けた学習内容に焦
点化した教材となって
いる。
〇「書写のかぎ」で学
習事項を明確にした基
本単元と、様々な場面
設定をした活用単元で
構成され、さらに日常
生活に生かせる内容を
まとめた「書写活用
ブック」を巻末に配置
している。

〇基本単元は、導入で
硬筆文字から課題を見
つけ、毛筆で書いて学
習事項を確認し、硬筆
で他の文字を書くこと
で定着を図る構成と
なっている。
（p.34,35)
〇１年生の冒頭には
「小学校の学習を振り
返ろう」、３年生には
「古典をもとに」を設
け、小中高の円滑な接
続に配慮している。
（p.6-13,p.94,95)

〇生徒自らが課題に気
付くきっかけとなるよ
うに正しく整った例だ
けでなく、改善すべき
点がある例も示されて
いる。（p.14,20)
〇書くときの動きを重
視し、行書の筆運びを
パターン化して手本に
示すことにより、行書
に取り組みやすいよう
配慮されている。
（p.32,34)

〇コラム「文字のいず
み」で、石州半紙や隣
県の熊野筆など様々な
側面から文字文化を取
り上げ、伝統文化の担
い手としての自覚が高
まるよう工夫されてい
る。（p.40,41)
〇「生活に広げよう」
では職場訪問や防災訓
練といった地域での体
験活動に書写をどのよ
うに生かしていけばよ
いか考える単元が設定
されている。（p.45-
47,p.75-77）

〇「教科関連マーク」
をつけ、国語や他教科
等の学習に関連する内
容が示されている。
（p.45）
〇「現代につながる文
字の役割」や「仕事の
中で使う手書き文字」
について掲載し、書写
で学んだことをどのよ
うに生かしていくのか
意識できるよう工夫さ
れてる。
（p.84,85,88,89)

〇単元末に、自分
で書いた文字を
使って説明し合う
「振り返って話そ
う」という対話的
な学びが取り入れ
られている。
(p.33)
〇すべての毛筆教
材に二次元コード
による解説付きの
動画が準備されて
いる。（p.1)

〇生徒自ら課題を発見
し、身に付けた知識・
技能を日常生活にどの
ように生かしていけば
よいか思考する活動を
設けている。
〇小中高の接続を配慮
するとともに、文字を
正しく整えて書くため
の知識・技能を「書写
のかぎ」として、「何
を学ぶか」「どのよう
に学ぶか」を明確に
し、ワイド版の見開き
にコンパクトにまとめ
ている。

Ｆ

〇主な毛筆教材は１年
６教材、２年４教材、
３年１教材。毛筆の後
に様々なタイプの書き
込み式の硬筆教材が配
置されている。
（p.20-23,30,31)
〇「基礎編」「本編」
「資料編」の３部構成
となっており、「基礎
編」で小学校の既習事
項を確認し、３年生で
は高校につながる「篆
刻」や古典が紹介され
ている。（p.76,80)

〇単元は、毛筆で書い
て確かめた内容を硬筆
で書き込み、日常に生
かすというシンプルな
構成になっている。
〇各教材のはじめに書
き方のポイントをわか
りやすく示すととも
に、巻末にその一覧表
をつけることで、３年
間の学習の系統性を一
目で確認できるよう工
夫されている。
（p.38，39,125)

〇硬筆の練習では、は
じめにマス目に書き、
次に中心線が示された
ものに書くといった、
基本を確認しながら学
べる工夫がされてい
る。（p.20,21)
〇「自分の文字を書き
残そう」で１年生の文
字と３年の終わりの文
字を書き、３年間の成
長を自覚できるページ
が設定されている。
（p.6)

〇地域の魅力をまとめ
た「情報誌を作ろう」
という単元ではふるさ
と学習に生かせる紙面
づくりが学べる内容と
なっている。
（p.66,67)
〇手書き文字に関わる
達人を紹介すること
で、手書き文字の魅力
や文字文化と自分の関
わりを考えることがで
きるよう工夫されてい
る。（p.74,75)

○日常でよく使う言葉
のなぞり書きや47都道
府県名の書き方を地図
で位置確認しながら特
産品とともに学べるな
ど、各教科との関連が
図られている。
（p.46,47,p.56,57)
○「日常の書式」で時
候の挨拶等の手書き見
本を掲載するなど、生
活に生かせるよう工夫
されている。（p.82-
87)

〇単元末に自分が
学んだことを確認
する適用題と、文
章として書き残す
欄が設けられてお
り、学びの足跡を
わかりやすく振り
返ることができる
よう配慮されてい
る。（p.23,33)
〇「部分別行書一
覧表」で多くの部
首を、複数の書き
方で大きく掲載し
ている。（p.68-
71)

〇各教材冒頭の「書き
方を学ぼう」で書き方
のポイントを示し、さ
らに巻末にその一覧表
をつけることで、一目
で学習内容が分かるよ
うに工夫されている。
〇硬筆による書き込み
ページが全10教材分設
けられ、マス目やなぞ
り書きで点画の組み立
てなどの基礎基本から
繰り返し学べるよう配
慮されている。

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

書写　No.１

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

3



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ｇ

〇主な毛筆教材は１年
が５教材、２年が４教
材、３年２教材で補充
教材も多い。硬筆は各
学年に古典や名文の教
材を取り入れ、国語と
の関連を図っている。
（p.72-77)
〇文字文化や日常生活
の中の文字を紹介する
内容が多く盛り込ま
れ、幅広い知識と教養
を身に付けることがで
きるよう配慮されてい
る。（p.38-41)

〇右側の毛筆の基本紙
面をよく見てから、左
側の紙面で、学習ス
テップを追いながらポ
イントを確かめるとい
う構成になっており、
学習手順が明確であ
る。（p.46,47)
〇冒頭の「目的に合わ
せて書こう」で相手意
識や目的意識を持ち、
書写を学ぶ意義を意識
できるよう配慮されて
いる。（p.4,5)

〇体育祭などの行事や
生活の中で使われてい
る書を幅広く例示した
り、歴史上の人物の手
書き文字について紹介
したりして、書写への
興味・関心を高めてい
る。（p.34,35,56,57)
○コラムでは写真を多
く掲載したり、活用単
元の「学校生活に生か
して書く」では手順を
丁寧に説明したりし
て、生徒が活動をイ
メージしやすい配慮が
されている。
（p.36,37)

〇身近なところで見ら
れる多様な文字や松江
城をはじめとする全都
道府県の城の碑文な
ど、多角的な視点で文
字文化を紹介してい
る。（p.94-97)
〇「情報を整理して活
動につなげよう」とい
う課題解決の手順を示
した資料が掲載されて
いる。（p.110-112)

○１年のスタートで効
果的なノートの書き方
を学ぶことで、他教科
にも生かせるという意
識を持つことができる
よう工夫されている。
（p.12-13)
〇「校庭の植物観察を
レポートにまとめる」
や「英語のエアメール
の書き方」など、各教
科との関連を図った課
題が設定されている。
（p.30,31,105)

○漢字一覧表は、
漢和辞典と同じよ
うに部首と読みの
両方から調べられ
るように工夫され
ている。（p.113-
128)
〇「考えよう」で
は、手本を見る時
のポイントが示さ
れ、「まなびリン
ク」で運筆動画を
見ることができ
る。（p.47)

〇幅広い知識と教養を
身に付け、我が国の伝
統文化を尊重する態度
を養えるよう、コラム
が充実しており、写真
資料も多く掲載されて
いる。
〇各教科の学習や日常
生活に生きて働く書写
の力を育成するため、
ノートやレポートの書
き方、英語のエアメー
ルの書き方など具体例
を入れている。

Ｉ

〇主な毛筆教材は１年
が６教材、２年が５教
材、３年２教材。硬筆
は古典や名文の教材を
各学年に３教材ずつ配
置し、国語科との関連
を図っている。
（p.8,9)
〇28ページにわたる
「書写ブック」は取り
外して使用できるよう
になっており、教科書
本編と併用して書く練
習ができるようになっ
ている。

〇何をどう学ぶかがわ
かるよう「考えよう」
「確かめよう」「生か
そう」という学習の流
れを明示し、「学習の
窓」で学習のポイント
がまとめられている。
（p.58,59)
〇行書の基本的な書き
方を学ぶ教材では、半
紙原寸大を複数掲載
し、書きやすさに配慮
している。
（p.60,61）

〇単元冒頭の「やって
みよう」では漢字を分
解したり、書く速さを
比べてみたり楽しく取
り組める活動が設定さ
れている。
（p.38,39,52,53)
○身近なテレビ番組を
取り上げたり、スポー
ツ選手や漫画家のサイ
ンを扱ったりと生徒が
興味を持てるよう工夫
されている。
(p.84,85,105)

〇「全国文字マップ」
で出雲大社や鳥取砂丘
の碑文が紹介され、身
の回りの文字に興味関
心が持てる工夫がされ
ている。（p.92-95)
〇コラムでUD書体につ
いて詳しく取り上げ、
文字の見え方について
多様性があることを理
解できるようにしてい
る。（p.98,99)

〇「季節のしおり」の
なぞり書きで、国語科
の教科書に掲載されて
いる古文や詩・短歌と
関連させ、理解を深め
る工夫をしている。
（p.106,107)
〇学級に掲示する目標
の書き方や職場訪問の
壁新聞など日常生活で
活用する場面を具体例
で示している。
（p.50,80-82)

〇人名用漢字表の
後に名前の書き方
についても触れら
れている。
(p.141)
〇教材一つ一つに
二次元コードがあ
り、自学自習も可
能な豊富な動画資
料が用意されてい
る。

〇主たる学習内容は大
きく、それに付随する
内容は小さく簡潔に示
してあり、メリハリの
ある紙面構成になって
いる。
〇取り外して使える
「書写ブック」はワー
クシートのように書き
込むことができ、毛筆
での学習を硬筆へとス
ムーズに生かすことが
できるよう工夫されて
いる。

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

書写　No.２

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

4



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ａ

○「日本と世界の地域
構成」は13時間、「世
界の様々な地域」は39
時間、「日本の様々な
地域」は57時間の配当
時数となっている。
〇地理学習に必要な
様々な技能を取り上げ
た「スキル・アップ」
と、資料活用力を高め
る「資料から発見！」
で、学習を進める上で
必要な技能が身に付け
られるよう工夫されて
いる。（p.15,71）

○内容ごとに、「学習
課題」「チェック」
「トライ」を設け、学
習の見通しと振り返り
ができるよう配慮さ
れ、「見方・考え方」
で思考が深まるよう工
夫されている。
(p.78,79)
○単元末のまとめで
は、地図を用いて知識
を確認し、「みんなで
チャレンジ」で、様々
な思考ツールを用いて
対話をし、深い学びが
できるよう配慮されて
いる。（p.242,243）

○各章のはじめで、学
習に興味・関心が高ま
るよう写真で小学校の
学習を振り返り、「導
入の活動」で学習の見
通しをガイダンスでき
るよう工夫されてい
る。（p.6,7）
○学習に関連のある話
題を取り上げた「地理
にアクセス」で、興
味・関心を高め、学習
を広げたり、視点を変
えてとらえたりするこ
とができるよう工夫さ
れている。(p.93)

○竹島の写真と地図
(位置図と地形図)が掲
載され、隠岐の島町に
属すこと、韓国の不法
占拠に日本が抗議して
いること、自然環境や
潮境が近くにあり豊富
な漁業資源があること
など地理的特色が記述
されている。(p.26)
○石見が紹介された地
図、海士町の遠隔授
業、浜田自動車道開通
による人の移動の変
化、松江市のRubyでの
町おこしが取り上げら
れている。
(p.21,197,200,204)

○他分野・他教科との
関連を図った学習が進
むよう、「教科名：題
材」やマークが表示さ
れている。（p.21,23)
○世界・日本の諸地域
では、それぞれの地域
で仕事や活動をする人
のインタビューや、
ICTで変わる離島の医
療などを取り上げた
「もっと地理」のコー
ナーで、身近な問題へ
の課題意識が高まるよ
う工夫されている。
(p.118,189,196)

○知識・技能を活
用する「読み取
る」「考える」
「集める」「まと
める」を設け、学
習を深められるよ
う工夫されてい
る。(p21,28,82)
○「Ｄマーク」の
表示してあるペー
ジでは、巻頭の二
次元コードで学習
を広げ、他分野や
他教科との関連を
確かめることがで
きるよう工夫され
ている。(p.5）

○単元ごとに設けられ
た「探究課題」を、単
元末に様々な思考ツー
ルを用いたグループで
の話し合い活動を行い
ながらまとめ解決する
ことで、思考力・判断
力・表現力を身に付け
ることができるよう配
慮されている。
(ｐ.235,242,243)
○「人権・平和」など
５つのテーマやSDGsを
取り上げ、現代的な諸
課題を意識して学習を
進められるよう配慮さ
れている。(巻頭
3,p.1,55,270)

Ｇ

○「日本と世界の地域
構成」は９時間、「世
界の様々な地域」は43
時間、「日本の様々な
地域」は63時間の配当
時数となっている。
〇「地理の技」のコー
ナーを設け、地図やグ
ラフの基本的な扱い方
が身に付けられるよう
工夫されている。
(p.17)

○内容ごとに、「学習
課題」「確認」「表
現」を設け、見通しと
振り返りができるよう
配慮され、「読み解こ
う」で思考力・判断
力・表現力を高められ
るよう工夫されてい
る。(p.96,97)
○単元末の学習のまと
めでは、地図や表を使
用し、知識を確認し、
文章表現や意見交換を
通して、学びが深まる
よう配慮されている。
(p.65)

○写真や資料に着目さ
せる「LOOK」や学習内
容に関するコラム「地
理の窓」を設け、興
味・関心を高め、学習
内容を広げ深められる
よう配慮されている。
(p.194,195)
○折り込みでは、宇宙
からとらえた地図など
を載せ、興味・関心が
高まるよう工夫されて
いる。(p.129-132)

○竹島の写真と地図
（南東を上にした位置
図）が掲載され、島根
県への編入の経緯と韓
国が不法に占拠するま
での経緯、日本が抗議
し、話し合いを呼び掛
けても韓国は受け入れ
ないことが記述されて
いる。(p.25)
○石見神楽と築地松、
廃止された三江線、益
田市の地域おこし協力
隊、石見空港の状況が
取り上げられている。
(p.189,194,195,199）

○他分野との関連があ
るところには分野と内
容が、他の地理的分野
との関連があるところ
にはページと内容が示
されている。
(p.23,31)
○「地域から世界を考
えよう」や多文化共生
などについて取り上げ
た「現代日本の課題を
考えよう」のコーナー
で、身近な問題への課
題意識が高まるよう工
夫されている。
（p.64,228)

○小学校と中学校
との学習との接続
や地理的な見方・
考え方、地図のき
まりや地図帳の使
い方が、わかりや
すくガイダンスで
きるよう配慮され
ている。(巻頭Ⅰ-
Ⅳ,p.6-8）
○章の扉に二次元
コード「学びリン
ク」があり、学習
内容に関連するサ
イトが紹介され、
学習を広げ深めら
れるよう工夫され
ている(p.9）

○単元の導入ページで
写真とともに学習の進
め方を示し、単元の終
わりに、特設ページで
学習を広げ深め、まと
めのページで知識を確
認したり、表現や意見
交換し学びを深めたり
するよう配慮されてい
る。
(p.188,189,200,201)
○SDGs、地域の文化、
最新の話題などを取り
上げ、現代的な諸課題
を意識して学習を進め
られるよう配慮されて
いる。
(巻頭Ⅳ,p.149,200)

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

社会（地理的分野）　No.１

5



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

J

○「日本と世界の地域
構成」は10時間、「世
界の様々な地域」は39
時間、「日本の様々な
地域」は59時間の配当
時数となっている。
○「技能をみがく」で
は地理の基礎的な技能
が身に付けられるよう
に、「資料活用」では
資料に関する問いかけ
や作業内容が示され、
主体的に学習に取り組
めるよう工夫されてい
る。
（p.5,36）

○内容ごとに、「学習
課題」と「確認しよ
う」、「説明しよう」
を設け、見通しと振り
返りができるよう配慮
され、本文横に補足説
明や「解説」を設け、
学習を深めることがで
きるよう工夫されてい
る。(p.112,113)
○単元末の学習のまと
めでは、知識を確か
め、段階をふみなが
ら、「地理的な見方・
考え方」を働かせて説
明してまとめることが
できるよう配慮されて
いる。(p.250,251)

○学習に関連のある話
題を取り上げた「地理
プラス」や環境・防
災・共生がテーマの
「未来に向けて」で、
学習への興味・関心を
高めたり、学習を深め
広げたりすることがで
きるよう配慮されてい
る。(p.197,257)
○節の振り返りでは、
最後に「私たちとの関
わり」という視点で自
分の生活に学習が生か
せるような工夫がして
ある。(P.185)

○竹島の写真と地図
(位置図)が掲載され、
隠岐の島町への所属と
島根県への編入、韓国
の不法占拠と日本が抗
議、話し合いを呼び掛
けても応じないことが
記述され、昔の竹島の
漁業の写真を掲載し、
竹島の日にも触れられ
ている。(p.20,21)
○石見銀山、そろば
ん、出雲大社、石見神
楽、石見神楽継承者の
話、観光客数変化、文
化財と伝統文化を生か
す取組が掲載されてい
る。(p.187,198,199)

○小学校や他分野との
関連部分には、分野と
内容が示されている。
(p.20)
○それぞれの地域の実
社会の人々の具体的な
話を取り上げた「声」
や、都市と農村の交流
などを取り上げた「地
域の在り方を考える」
のコーナーで、学習内
容を身近な問題として
とらえられるよう工夫
されている。
(p.180,252)

○地理的な見方・
考え方と地理的分
野の学習の全体像
について、写真を
用いてわかりやす
くガイダンスがで
きるよう配慮され
ている。(巻頭7)
○学習の理解を助
ける動画サイト、
コンテンツにつな
がる二次元コード
が多く掲載され、
学習を広げ深めら
れるよう工夫され
ている。
（p.3,13）

○単元ごとに設定され
た「問い」を受けて単
元末に見方・考え方を
働かせたまとめで、知
識・技能や思考力・判
断力・表現力を身に付
け、学習を自分の生活
に生かすことができる
よう配慮されている。
(p.174,184,185)
○SDGsに関連した環
境・防災・共生の３つ
のテーマをコラムで特
設し現代的な諸課題を
意識して学習を進めら
れるよう配慮されてい
る。(巻頭
1,2,p.89,91,191)

Ｏ

○「日本と世界の地域
構成」は10時間、「世
界の様々な地域」は34
時間、「日本の様々な
地域」は58時間の配当
時数となっている。
○「スキルup」で、地
理の学習で育てたい技
能を６種類に整理し、
系統立てて習得できる
よう工夫されている。
（p.4）

○内容ごとに、見方・
考え方を示した「学習
課題」「確認」「深め
よう」を設け、見通し
と振り返りができ、学
習内容を深めることが
できるよう配慮されて
いる。(p.68,69)
○単元末の学習のまと
めにはアクティビティ
を設け、学習内容の理
解を深める主体的・対
話的な問いやシンキン
グ・ツールの活用等を
促している。
(p.81,105)

○学習に関連のある話
題を取り上げた「地理
＋α」や、具体的な課
題を主体的に調べる
「チャレンジ地理」
で、興味・関心を持っ
て学習の理解を深めた
り広げたりできるよう
配慮されている。
(p.21,151)
○単元の最初に写真と
ともに３択クイズを取
り入れ、学習への興
味・関心が高まるよう
工夫されている。
(p.44）

○竹島の地図(位置図)
と写真が掲載され、島
根県への編入の経緯と
韓国が不法に占拠する
までの経緯、日本が平
和的な解決をめざして
いることが記述されて
いる。また、「出張竹
島展」の写真を掲載
し、竹島資料室につい
ても触れられている。
(p.19)
○出雲大社、海士町の
「島留学」について記
載されている。
(p.179,188)

○単元の最初やページ
下に小学校の学習との
関連が示され、他分野
との関連があるところ
には、他分野の学習を
促したり、振り返った
りする記述がなされて
いる。(p.1,2,166)
○それぞれの地域に住
んでいる人の話や、巨
大地震に備える過疎地
域の取組などを取り上
げた「自由研究」の
コーナーで、学習内容
を身近な問題としてと
らえられるよう工夫さ
れている。
(p.186,190）

○地理的な見方・
考え方についてイ
ラストを交えて、
わかりやすくガイ
ダンスできるよう
工夫されている。
(巻頭Ⅱ,Ⅲ)
○「デジタルマー
ク」の表示してあ
るページでは、巻
頭の二次元コード
で関連するサイト
や動画などで学習
を広げ深められる
よう工夫されてい
る。（巻頭Ⅶ）

○内容ごとに着目する
見方・考え方を掲載し
た課題を設定し、単元
のまとめでは、様々な
思考ツールで技能や思
考力、判断力・表現力
を身に付けることがで
きるよう配慮されてい
る。（p.188-191)
○地球的課題や地域の
課題などをコラムで取
り上げたり、日本の諸
地域をSDGsで振り返っ
たりするなど、現代的
な諸課題を意識して学
習を進められるよう配
慮されている。
(p.104,246,262)

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

社会（地理的分野）　No.２

記
号
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ａ

○見開き２ページの本
文を囲むようにして写
真や資料が掲載され、
約半分を占めている。
本文の文章は行間が広
く読みやすいように配
慮されている。
○写真や図表などの資
料がバランスよく配置
され、「スキル・アッ
プ」のコーナーでは、
情報を集めたり、読み
取ったり、まとめたり
する技能が身に付けら
れるように構成されて
いる。（p.37）

◯各章の導入では、小
学校での学習内容が年
表中に示され、章のま
とめで本章での学習内
容を加えて年表が完成
するように構成されて
いる。（p.18,58）
○小学校での学習を振
り返る活動を通して、
各章や各節、各授業で
の学習課題を示し、段
階を踏みながら単元を
まとめることができる
よう工夫されている。
（p.19,59）

○特集ページ「資料か
ら発見」では、絵巻物
や屏風絵といった絵画
資料から、興味・関心
をもってその時代の特
徴を読み取れるよう工
夫されている。
（p.52,53）
○コラム「もっと歴
史」では、琉球文化や
アイヌ文化について詳
しく紹介され、興味・
関心を持って文化の多
様性を理解できるよう
工夫されている。
（p.90,91,140,141）

○コラム「もっと歴
史」では「島根県と神
話」を取り上げ、出雲
大社とともに出雲神話
や佐陀神能について詳
しく記述されている。
（p.54）
◯竹島について「領土
をめぐる問題の背景」
では、写真や当時の地
図を用いて、島根県へ
の編入の経緯が詳しく
記述されている。ま
た、韓国による不法占
拠や我が国の対応につ
いても記述されてい
る。
（p.178,180,259）

○他教科の学習と特に
つながりの強い内容に
は「教科関連マーク」
を付し、教科等横断的
な視点から学習内容を
深められるよう工夫さ
れている。（p.15）
◯「歴史にアクセス」
や「もっと歴史」のコ
ラムでは、伝統・平
和・防災・人権などの
マークが示され、社会
との関連を意識できる
よう工夫されている。
（p.87,242,274）

○二次元コードか
ら各時代ごとにま
とめられたサイト
にアクセスできる
ようになってい
る。
○特集コーナー
「みんなでチャレ
ンジ」では、対話
的な活動によって
多面的・多角的に
考えられるように
構成されている。
（p.191）

○章末の「まとめの活
動」では、本章の学習
内容をくらげチャート
やＸチャートといった
思考ツールを活用して
各自でまとめ、時代を
大観できるよう工夫さ
れている。
（p.60,61）
◯各分野や各教科との
連携を意識させる構成
となっており、人権問
題や平和問題など現在
につながる歴史的事象
について様々な視点か
らとらえられるよう工
夫されている。

Ｇ

○文字の行間に余裕を
もたせ読みやすいよう
に工夫され、写真や図
表など資料の間隔を開
いて余白をもたせ、見
やすい構図になるよう
工夫されている。
○章末の見開き２ペー
ジには、時代のつなが
りや変化を意識できる
ように、絵画資料とと
もに学習課題が設けら
れるなどの工夫がされ
ている。（p.94,95）

◯各節の導入では、学
習課題を示して見通し
を持たせ、節のまとめ
ではその課題に対して
重要と考えるできごと
や言葉を各自が選択
し、その理由を説明す
る活動を取り入れてい
る。（p.87）
◯学習のまとめで用い
る年表は、見開き２
ページで示され、見や
すさに配慮され、各自
で記入も可能である。
（p.56,57）

◯すごろくにチャレン
ジやカード作りなど、
興味・関心を持って小
学校での学習を振り返
れるよう工夫されてい
る。（p.2-6）
○タイトルの上の部分
に時代スケールが設け
られ、学習する時代が
色で示されている。ま
た、タイトルはその時
代の特徴を表す言葉が
用いられ、興味・関心
を引くものとなってい
る。

○「銀で結びつく世
界」というテーマで石
見銀山について取り上
げ、貿易において石見
銀山の銀がどのような
役割を果たしていたの
かが説明されている。
（p.106）
◯竹島について「形づ
くられる日本」の本文
で島根県への編入が記
述され、「隣国と向き
合うために」というコ
ラムの中で編入の経緯
や韓国の不法占拠、日
本政府の対応について
記述されている。
（p.176,268）

○「歴史を探ろう」と
いう特集ページでは、
14のテーマでリサイク
ルや政治参加などの視
点から当時の様子と現
在の暮らしとのつなが
りを考えられるように
構成されている。
（p.140,141）
◯「身近な地域の歴史
を調べよう」では、図
書の分類や意見の共有
とまとめ方など、情報
を集めたり、まとめた
りする活動について詳
しく説明されている。
（p.10-16）

◯二次元コードか
ら様々なデータ
ベースにアクセス
でき、資料や動画
などを閲覧できる
ようになってい
る。
○巻末の「世界地
図の歴史」では、
歴史上で世界の形
がどのように考え
られてきたのかに
ついて、興味・関
心を引く資料が掲
載されている。

○「歴史を探ろう」や
「歴史の窓」など学習
内容を深めるページを
多く取り入れ、多面
的・多角的な視点で歴
史的事象がとらえられ
るよう工夫されてい
る。
○章末の「時代の変化
に注目しよう」では、
その時代の特徴を確認
するとともに、次の時
代での変化について予
想する活動を取り入れ
ている。（p.94,95）

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

社会（歴史的分野）　No.１

記
号
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ｊ

○各時代の想像図や世
界地図が見開き２ペー
ジにわたって大きく掲
載されており、学習で
活用しやすいよう工夫
されている。
（p.80,81）
◯各章に配置されてい
るコラム「歴史を探ろ
う」や特集ページ「多
面的・多角的に考えて
みよう」では、学習内
容を深めたり、違う視
点から捉えたりできる
よう工夫されている。

○章や節の導入では、
学習課題を示して見通
しをもたせ、段階的に
課題を解決できるよう
にし、歴史的な見方・
考え方を働かせてまと
める構成になってい
る。
◯「タイムトラベル」
という時代の想像図が
章や節の導入に掲載さ
れ、時代のイメージを
ふくらませるととも
に、前の時代と比較を
したり、疑問点を発見
したりできるよう工夫
されている。
（p.80,81）

○特集ページ「多面
的・多角的に考えてみ
よう」では、「赤穂事
件を考察する」など、
興味・関心を引く課題
を示し、多面的・多角
的な視点から自分の意
見をまとめられるよう
に構成されている。
（p.144,145）
○世界地図上に想像図
や各地域とのつながり
を示すことで、興味・
関心を持って世界の動
きがとらえられるよう
工夫されている。
（p.42,43）

○古代の学習では、
「荒神谷遺跡の銅剣」
や出雲地方を中心に点
在する「四隅突出型墳
丘墓」が取り上げら
れ、国や権力の誕生に
ついて記述されてい
る。（p.27,32）
○竹島について「新た
な外交と国境の画定」
の本文に島根県への編
入が記述されている。
また、コラム「日本の
領土画定と近隣諸国」
で、編入の経緯や韓国
の不法占拠などについ
て記述されている。
（p.179,267）

○コラム「未来に向け
て」では、持続可能な
開発目標に関連する内
容として、環境や人権
といった項目で、未来
の社会のために参考と
なる先人たちの取組が
紹介されている。
（p.153）
○巻末の「多面的・多
角的に構想する」で
は、歴史の学習を振り
返り、現在と未来の日
本や世界のあり方につ
いて、友達との対話を
通して考えられるよう
に構成されている。
（p.286,287）

◯二次元コードか
らコンテンツごと
にまとめられたサ
イトにアクセスで
きるようになって
いる。
○ページ右側の年
表で学習する時代
が確認できるとと
もに、巻頭や巻末
の年表と対応して
いるため、時代の
推移や世界の動き
を意識できるよう
工夫されている。

○「章の学習を振り返
ろう」では、年表や図
表を使って課題に対す
る自分の考えをまと
め、友達との対話を通
じて各時代を大観でき
るように構成されてい
る。（p.92,93）
○時代の想像図である
「タイムトラベル」で
は、生徒の興味・関心
を喚起させるととも
に、本文の説明で想像
図の位置を示す記号を
付し、説明内容と想像
図で関連がつかめるよ
う工夫されている。
（p.80-83）

Ｍ

○見開き２ページの写
真・図表などの資料数
が豊富である。本文で
の記述内容も多く、歴
史的事象が丁寧に説明
されている。
◯日本史と世界史の年
表が各種資料とともに
並記され、世界地図も
各章や巻末に掲載され
るなど、世界の動きと
関連付けて学習できる
よう工夫されている。
（p.102,103）

◯各授業では、１～２
個の学習課題を示して
見通しをもたせ、終末
の「ステップアップ」
では、さらに学習内容
を深められるように課
題が提示されている。
（p.112,113）
◯特集ページ「歴史を
考えよう」では、様々
な資料を読み取ること
で、学習内容について
さらに考えを深めるこ
とができるよう工夫さ
れている。
（p.76,77）

◯コラム「地域からの
アプローチ」では、特
定の地域を取り上げ、
その時代と関連のある
史跡や特産品につい
て、地域的な特徴を踏
まえて紹介されてい
る。（p.58,59）
○世界地図を用いて世
界の様子や遺跡などが
イラストで示されてい
る。世界全体がどのよ
うな発展を遂げている
か興味・関心を持って
読み取れるよう工夫さ
れている。
（p.110,111）

○「ヨーロッパ人との
出会い」では、石見銀
山について、銀山が示
された当時の地図や銀
の写真が掲載され、当
時の海外における銀の
需要について説明され
ている。（p.113）
○コラム「歴史へのア
プローチ」では、竹島
の島根県への編入と韓
国による不法占拠につ
いて記述されている。
（p.266,267）

○主権者の育成という
観点から、特集ページ
「歴史を考えよう」の
中で、普通選挙や日本
国憲法について考えら
れるように構成されて
いる。
（p.228,229,260,261
）
◯コラム「歴史へのア
プローチ」では、琉球
文化とアイヌ文化が詳
しく紹介され、日本に
おける文化の多様性に
ついて考えられるよう
に構成されている。
（p.88-91）

○二次元コードか
ら様々なサイトに
アクセスでき、デ
ジタル資料や動
画、写真などを見
ることができる。
◯「身近な地域を
調べよう」では、
調査スキルのポイ
ントが項目ごとに
まとめてあり、他
教科の学習にも活
用できるように説
明されている。
（p.8-13）

○各章の導入で日本史
と世界史の年表を並記
したり、各時代の世界
の様子を地図とイラス
トで紹介したりして、
世界の動きとの関連を
意識できるように構成
されている。
○章末のまとめでは、
地図や図表を活用し、
視点を明確にしてまと
め、直接記入ができる
よう工夫されている。
（p152,153）

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

社会（歴史的分野）　No.２

記
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ｏ

○時代ごとの様子がう
かがえる資料が多数使
用されている。特に文
化財に関する資料は多
く、複数ページにわ
たって掲載されてい
る。（p.98-101）
◯「先人に学ぶ」や
「女性史コラム」な
ど、先人の取組を学ぶ
ことで、これからの生
き方について考えるこ
とができるコーナーを
多数設けている。
（p.154,155）

◯各編の導入には、複
数の資料が提示され、
前の時代と比較するな
どして学習課題を見出
せるよう工夫されてい
る。また、各編のめあ
てが示され、見通しを
もって学習に取り組め
るように構成されてい
る。（p.64,65）
○「チャレンジ歴史」
など、歴史的事象の考
察や対話的な活動を通
じて学習を深める特設
ページが多く取り入れ
られている。
（p.216,217）

○特設ページ「歴史と
の対話を未来に活か
す」では、学習を振り
返り未来に向けて考え
る活動が設けられ、災
害・政治参加・世界平
和などに興味・関心を
もつことができるよう
工夫されている。
(p.298-305)
○各編の導入の「地図
で見る世界の動き」で
は、世界地図や写真と
ともに、国の位置や地
域とのつながりが示さ
れ、興味・関心を高め
られるように構成され
ている。（p.66,67）

○コラム「地域に学
ぶ」では、石見銀山に
ついてヨーロッパの
国々に認められ、戦国
時代に要所として争わ
れたことが記述されて
いる。（p.121）
◯「領土の画定と隣接
地域」の本文、年表、
地図で竹島の島根県編
入について触れられ、
特設ページ「冷戦終結
後の近隣諸国との関
係」で歴史的経緯と現
在の状況について記述
されている。
（p.192,193,292,293
）

◯コラム「先人に学
ぶ」では、人権保障や
世界平和、文化の発展
などに取り組んだ先人
を紹介し、道徳科など
との関連を図ることが
できるよう工夫されて
いる。（p.215）
○巻頭ページには、過
去と現代の町並みや
人々の様子などの資料
が掲載されており、学
習内容と現代の衣食住
に関わる生活とのつな
がりが分かるように構
成されている。

○二次元コードか
らデジタル資料の
あるサイトにアク
セスでき、学習内
容を深めることが
できるようになっ
ている。
◯巻末には「歴史
学習の基礎資料」
として、絵画資料
の見方や土地制度
の移り変わり、文
化財の種類などに
ついて詳しく紹介
されている。

○文化財資料や考古学
資料が多数掲載され、
資料を比較したり背景
を考えたりする活動を
通して、多面的・多角
的な視点で歴史的事象
がとらえられるよう工
夫されている。
◯学習するうえでの手
立てとなる「歴史的な
見方・考え方」につい
て詳しく説明され、各
授業で扱う「見方・考
え方」について示され
ている。
（p.12,13,18）

Ｒ

○多くの人物が取り上
げられ、写真とともに
詳しく紹介されてい
る。様々な立場から歴
史的事象を考えられる
ように配慮されてい
る。（p.208,209）
○古代の宗教観や神話
など、日本の成り立ち
について詳しく紹介さ
れており、古来の見
方・考え方について触
れることができる。
（p.44,56,57）

○各章の導入の「○○
の世界へようこそ！」
では、見開き２ページ
の絵画資料に着目し
て、その時代の特徴や
他の時代との違いをと
らえ、学習課題を見出
せるよう工夫されてい
る。（p.72,73）
○特集ページ「歴史の
ターニングポイント」
では、各時代を代表す
る大きなできごとにつ
いて詳しく掘り下げて
考え、友達との意見交
換を通じて理解を深め
られるよう工夫されて
いる。（p.150）

○特集ページ「私の博
物館をデザインしてみ
よう」では、自分が学
芸員になり展示方法を
考えることで、興味・
関心を持って各時代の
特徴がとらえられるよ
う工夫されている。
（p.151）
○各章の導入では「鳥
の目」でイラストを、
「虫の目」で絵画資料
を見て時代を概観し、
興味・関心を高めて見
方・考え方を働かせる
よう工夫されている。
（p.70-73）

○コラム「神話に見る
わが国誕生の物語」で
は、日本の神話につい
て詳しく記述され、そ
の中で出雲大社や島根
県の神代神楽が紹介さ
れている。
（p.56,57）
○竹島について「明治
初期の外交と国境の画
定」の本文に島根県へ
の編入が記述されてい
る。コラム「わが国の
領土をめぐる問題の歴
史」の中で編入の経緯
や韓国の不法占拠など
について記述されてい
る。（p.183,267）

○「震災の日本史」が
特設ページで設けら
れ、記憶と教訓から未
来をどう生きるかにつ
いて考えることができ
るよう工夫されてい
る。（p.284,285)
○江戸時代の生活につ
いて書かれたコラムの
中で、再生・活用の知
恵や環境に配慮した生
活について記述され、
現代社会の課題を意識
して今後の取組を考え
られるように構成され
ている。（p.133）

○各章の導入では
「歴史ものさし」
を使って学習する
時代の範囲を確認
でき、その時代の
船から当時の様子
や日本の発展をと
らえることができ
るよう工夫されて
いる。（p.69）
○章末には年表や
地図を使った学習
のまとめがあり、
教科書の最後には
歴史学習のまとめ
ができるよう工夫
されている。
（p.292,293）

○人物について「なで
しこ日本史」や「人物
クローズアップ」で多
く取り上げられ、その
時代の背景や人々の思
いについて知り、様々
な視点から歴史をとら
えることができるよう
工夫されている。
（p.214）
○特集ページ「このこ
ろの世界は」では、当
時の世界の様子につい
て詳しく述べられ、世
界の動きと関連付けて
学習できるように構成
されている。
（p.84,85）

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

社会（歴史的分野）　No.３

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

9



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ｓ

○Ａ４版で写真や図表
が大きくて見やすく、
実物大の写真資料も掲
載されている。また余
白が多く、読みやすさ
に配慮されている。
（p.87）
◯写真や絵画の資料が
数多く掲載され、資料
の読み取りとともに、
まとめの学習で絵画資
料を解説する活動を取
り入れている。
（p.85）

○各章の扉のページで
は、テーマによって当
時の世界の様子がまと
められ、章の学習課題
が示されている。
（p.86,87）
○各章のまとめでは、
歴史上の人物になって
インタビューに答えた
り、漫画で時代を表し
たりするなどの表現活
動を通して学習内容を
深められるよう工夫さ
れている。
（p.135,245）

○特集ページ「歴史を
体験する」では、火お
こしや糸紡ぎなどの体
験活動や資料をもとに
した対話的な活動が紹
介され、興味・関心を
喚起して学習を深めら
れるよう工夫されてい
る。（p.34,35）
○各タイトルページの
終末には、興味・関心
を高め、学習内容をさ
らに深めることができ
るコラムが掲載されて
いる。（p.47）

○「銀と戦国大名」で
は、石見銀山の開発と
交易、戦国大名の利権
争いについて扱われて
いる。また、４章の導
入では、世界の様子と
ともに実物大の石見銀
が掲載されている。
（p.82,87）
○竹島について「戦場
は中国だった‐日露戦
争」の側注で、日本政
府が島根県への編入を
閣議で決定したことが
記述されている。
（p.189）

◯「フォーカス」とい
うコーナーが多く設け
られ、歴史的背景に着
目することで、人権や
教育、世界平和などに
ついて考えることがで
きるように構成されて
いる。（p.270）
○現代史のまとめで
は、自分の家族の歴史
を調べる活動が紹介さ
れ、自分や歴史とのつ
ながりを考えられるよ
う工夫されている。
（p.278,279）

◯縦型の年表が複
数ページにわたっ
て掲載され、写真
や図表とともに学
習の振り返りがで
きるように構成さ
れている。
（p.282-293）
○巻頭に世界地図
が掲載され、主な
史跡や関係都市の
位置を確認できる
ように構成されて
いる。

◯写真資料や絵画資料
が数多く掲載され、興
味・関心を高めるとと
もに、資料の読み取り
についての技能が身に
付けられるように構成
されている。
○各章の扉のぺージで
は、テーマに沿った世
界の様子がわかる写真
や絵図が掲載され、各
地域を比較することで
時代の特徴がとらえら
れるよう工夫されてい
る。（p.86,87）

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

社会（歴史的分野）　No.４

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

10



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ａ

〇図表、写真等の資料
が多く掲載され、資料
の活用の視点が示され
るなど、資料をもとに
社会的事象について考
えるための工夫がされ
ている。（p.18,19）
〇「スキル・アップ」
で公民学習をすすめる
上での基礎的・基本的
な技能の身に付け方が
示され、「まとめの活
動」などでは複数の思
考ツールを用いた整理
の仕方が示されてい
る。（p.45,70,71）

〇各章ともはじめに単
元の学習を貫く「探究
課題」を設定し、節ご
との｢探究のステップ｣
や最後の｢まとめの活
動｣を解決しながら｢探
究課題｣にせまる単元
構成となっている。
（p.6,7,32,34,35）
〇見開きページは、追
究のきっかけとなる資
料や学習課題が示さ
れ、学習の最後には
チェック&トライの二
段階で内容の定着を図
る構成となっている。
（p.8,9）

〇各章の導入では、市
長の選出やコンビニの
経営などをシミュレー
ションを通して学ぶこ
とで、興味・関心を高
める工夫がされてい
る。(p.76,77)
〇本文に関連する内容
を取り上げる「公民に
アクセス」や、仕事や
ボランティアに携わる
人のインタビューコー
ナーで、内容への理解
を深め、関心が高まる
よう工夫されている。
（p.19,67）

〇竹島問題について、
領土をめぐる問題の特
設ページにて、写真や
新聞記事などをつけ
て、領土問題の経緯や
我が国の外交努力に加
え、島根県による「竹
島の日」制定について
記述されている。
(p.184)
〇成年年齢が18歳に引
き下げられることに向
けて、「18歳へのス
テップ」として選挙と
契約について取り上
げ、意識が高まるよう
工夫されている。
（p.88,89,136,137）

〇「みんなでチャレン
ジ」のコーナーが21ヵ
所あり、個人やグルー
プで作業や話し合い活
動を行い、本文での学
習を深められるよう工
夫されている。(p.9)
〇終章では、社会の課
題を解決するために
「自分にできること」
を提案するレポート作
成を通して、社会参画
を促している。
（p.213-219）

〇見方・考え方を
活用して考察する
コーナーを設け、
学習を深める工夫
がされている。
（p.20）
〇二次元コードに
よって、学習に役
立つリンク集とつ
ながったり、シ
ミュレーションな
どが行えたりする
よう工夫されてい
る。
（p.5,81）

○各章のはじめでは、
疑問に思ったことを問
いの形で整理し、それ
を探究のステップとし
て追究する構成となっ
ている。(p.4,5,7)
〇個人やグループで取
り組む作業や活動が随
所にあり、技能や思
考・判断・表現などの
力が付くよう工夫され
ている。(p.9,45)

Ｇ

〇図表、写真等の資料
が多く掲載され、用語
や本文の解説が側注で
なされるなど、生徒が
理解しやすくなるよう
工夫されている。
（p.40,41）
〇「公民にアプロー
チ」では情報の活用の
仕方が示され、「公民
の技」では公民学習で
身に付けたい技能や表
現が示されている。
（p.6-9,33）

〇各章ともはじめに学
習テーマや「見方・考
え方」を提示し、章末
で、ステップ１、２、
３と三段階の課題で振
り返る構成となってい
る。(p.12,13,34-36)
〇見開きページは、学
習のきっかけとなる資
料や学習課題が示さ
れ、最後には「確認と
表現」の二段階で学習
内容の定着を図る構成
となっている。
（p.14,15）

〇各章の導入では、
「現代の社会ってどん
な社会だろう」や「地
方議会ウォッチングに
行こう」などで中学生
が学ぶ姿を取り上げ、
興味・関心が高まるよ
う工夫されている。
（p.12,13）
〇学習に関連したコラ
ム「公民の窓」や、人
物の姿を中心とした
「クリップ」で、興
味・関心が広がるよう
工夫されている。
（p.27,43）

〇竹島問題について、
「日本固有の領土」
「韓国政府は領土問題
の存在を否定」と本文
に記載され、竹島の写
真と解説も掲載されて
ている。(p.197)
〇大田市の中村ブレイ
スや浜田市のワゴン車
による「移動期日前投
票所」の資料が取り上
げられ、働くことや選
挙について考えさせる
内容となっている。
(p.89,189)

〇「言葉で伝えあお
う」では、裁判員裁判
のシミュレーションや
まちづくりのプレゼン
テーションなどを通じ
て、本文の学習を深め
られるよう工夫されて
いる。
（p.110,111,122,123
）
〇終章では、SDGsの視
点をもって地球規模の
課題と向き合い、解決
を探る「私の提案」を
作成することで、社会
参画を促している。
(p.227-235）

〇ノートのとり方
について取り上
げ、気になったこ
と、さらに調べた
いこと、疑問な
ど、自学の視点が
示してある。
（巻頭Ⅳ）
〇「教科の使い
方」で、二次元
コードによって、
学習に役立つさま
ざまな情報とつな
がるよう工夫され
ている。(p.5)

〇公民で意識したい学
び方を示し、メディア
の情報活用について
は、特設ページを設け
たり、「クリティカ
ル・シンキング」につ
いて具体例をもとに考
えさせたりしている。
（巻頭Ⅲ、p.6-9、95)
〇内容のまとめでは、
学習内容の確認を行っ
て知識の定着を図った
り、説明したりする振
り返りが、毎時間でき
るよう工夫されてい
る。(p.15)

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

社会（公民的分野）　No.１

11



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ｊ

〇図表、写真等の資料
が多く掲載され、資料
活用のポイントを示し
たり、難しい語句につ
いては同ページに「解
説」を設けたりするな
どの配慮がされてい
る。(p.3,4,69)
〇｢技能をみがく｣で
は、公民学習を進める
上での基礎的な技能と
して、新聞の活用の仕
方や思考ツールを用い
た整理の仕方などが示
されている。
（p.71,72,103）

〇章のはじめに「章の
問い」を提示し、章末
のまとめで、意見の整
理や意見交換などの三
段階の活動を通して
「章の問い」を考える
構成となっている
（p.3,16)
〇見開きページは、最
初に追究のきっかけと
なる資料や学習課題が
示され、学習の最後に
は「確認」と「説明」
で内容の定着を図る構
成となっている。
（p.3,4）

〇各部の導入では、学
習内容に関するイラス
トが描かれ、随時イラ
ストを振り返ること
で、具体的にイメージ
して考えることができ
るようになっている。
(p.1,2,4)
〇「公民プラス」や
「先輩たちの選択」で
は、身近な実社会の動
きを取り上げ、興味・
関心が高まるよう工夫
されている。
（p.4,13,14）

〇竹島問題について、
「日本固有の領土」
「不法に占拠」「国際
司法裁判に委ねようと
提案」と本文に記述さ
れ、側注では、編入の
経緯などが記述されて
いる。(ｐ.175,176)
〇「よりよい社会を目
指して」では、人権尊
重や自然環境保護と
いった課題や解決に向
けた取組を取り上げる
ことで社会参画を促し
ている。
（p.49,50,197,198）

〇「アクティブ公民」
では、実際の生活に即
した課題について話し
合ったり、選択・判断
に取り組んだりして、
本文での学習を深めら
れるよう工夫されてい
る。(ｐ.163,164)
〇各章末に第４部第２
章でのレポート作成の
ための視点が示されて
おり、レポート作成を
進めやすい配慮がなさ
れている。
（p.106,203-210）

〇単元「企業と経
済」では、「パン
屋を起業しよう」
が設定され、より
自分ごととして課
題に取り組める工
夫がされている。
（p.127-144）
〇二次元コードに
よって、学習の理
解を助ける動画な
どのコンテンツに
つながるよう工夫
されている。
（巻頭4,p.3）

〇各部に設けられたイ
ラストを、学習途中や
学習後に随時振り返っ
たり、単元を通したシ
ミュレーション「パン
屋を起業」を設定した
りするなど、内容のま
とまりで学習が深まる
よう工夫されている。
（p.1,2,4）
〇地震や豪雨などの自
然災害を資料や課題と
して取り上げ、防災に
ついて考えが深まるよ
う工夫されている。
（巻頭1,2,4,17,141）

Ｏ

〇図表、写真、統計資
料などが多く掲載さ
れ、複数の資料をもと
に社会的事象について
考えるための工夫がさ
れている。（p.8,9）
〇公民学習を進める上
で、統計資料や新聞を
活用する情報スキル
や、様々な思考ツール
を用いた整理の仕方が
身に付けられるよう配
慮されている。
（p.16,77）

〇見開きページには、
学習のきっかけとなる
資料、学習課題と主な
「見方・考え方」が示
され、学習の最後には
理解を確かなものにす
るための問いが示され
ている。（p.10,11）
〇「学習の整理と活
用」では、語句の整理
を行って知識の定着を
図ったりニュースから
考察したりする活動が
工夫されている。
（p.76,77）

〇各編の導入に漫画を
用いて課題を考える活
動が設定され、学習内
容の見通しや興味・関
心が持てるよう工夫さ
れている。（p.6,7）
〇「公民＋α」「明日
に向かって」「チャレ
ンジ公民」では、最近
の話題や身近な話題を
学習内容に沿って取り
上げ、興味・関心を高
めるよう工夫されてい
る。（p.11,50,74）

〇竹島問題について、
「日本の固有の領土」
「不法に占拠」と本文
に記述され、領土をめ
ぐる特設ページでは、
竹島をめぐる歴史的背
景が記述され、島根県
の竹島資料室の写真が
掲載されている。
（p.182,184)
〇「対立と合意」「効
率と公正」などの見
方・考え方を具体的な
事例を通して学べるよ
うにしている。
(p.26-30)

〇38ヵ所の「アクティ
ビティ」では、「見
方・考え方」などを用
いて考察したり話し
合ったりして、学習が
深まるよう工夫されて
いる。（p.29）
〇終章では、持続可能
な社会の実現を目指す
レポート作成に向け、
課題例や作成のポイン
ト、発表方法まで具体
例をあげている。
(p.212-220）

〇「バリアフ
リー」のページで
は、実際に点字が
載せてあり、実感
をもって理解でき
るよう工夫されて
いる。（p.50）
〇二次元コードに
よって、学習に役
立つ情報や資料と
つながるよう工夫
されている。(p.5)

〇各編や各時で、課題
解決の手がかりとなっ
たり、理解を深めたり
する主な「見方・考え
方」を提示している。
（p.123,124）
〇「アクティビティ」
「チャレンジ公民」
「明日に向かって」
「公民＋α」など、本
文に関連した資料、補
足コラムの情報を豊富
に配置している。
（p.11,29,50,74）

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

社会（公民的分野）　No.２

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

12



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ｑ

〇見開きページあたり
の写真や資料が精選さ
れ、大きく掲載されて
いる。また、理解が難
しい用語や文章は、そ
のページで詳しい側注
解説がなされている。
（p.3,11）
〇「アクティブに深め
よう」では、意見の整
理の仕方や新聞の見方
など、公民学習を進め
る上での技能が身に付
けられるよう配慮され
ている。
(p.41,94,95）

〇見開きページには、
学習のきっかけや追究
の中心となる資料、学
習課題が示され、学習
後には、「ここがポイ
ント」として内容のま
とめが示されている。
（p.2,3）
〇章末の「学習のまと
めと発展」では、重要
語句を確認し、字数制
限を付けて課題をまと
めるといった二段階で
学習を振り返る工夫が
されている。（p.42）

〇「ミニ知識」や
「もっと知りたい」で
学習に関連した内容を
資料をもとに解説する
ことで興味・関心が高
まるよう工夫されてい
る。
（p.13,56）
〇学習を深めるため
に、内容に関連した歴
史上の人物や著名人が
写真や説明で取り上げ
られている。（p.55）

〇竹島問題について、
本文中だけでなく１
ページにわたる特設を
設け、竹島問題の経緯
や国際司法裁判所への
提訴についても記述さ
れている。
（p.167,170,171）
〇2016年の参議院選挙
から合区が採用された
ことと特定枠について
側注解説で扱い、より
良い選挙制度について
問題提起をしている。
（p.89）

〇「やってみよう」で
は、裁判の傍聴の提案
や、タウンページを利
用した作業の提案な
ど、学習内容と社会生
活を関連付け、理解を
深められるよう工夫さ
れている。
（p.109,137）
〇終章では、卒業論文
やディベートについて
記載があり、特にディ
ベートについては実践
例を示し、取り組みや
すくなるよう工夫され
ている。
(p.214-224）

〇全72単元が連番
で示してあり、学
習の進度を把握し
やすくなってい
る。
〇巻頭やコラム
「もっと知りた
い」では、日本の
技術や伝統・文化
について紹介し、
これらに気付き誇
りに思えるように
している。
(巻頭ⅰ-ⅲ、
p.14-21)

〇随所で、日本の技術
や伝統・文化について
紹介され、また本文の
内容に関連した歴史上
の人物や著名人が写真
や説明で取り上げられ
ている。
（巻頭ⅰ-ⅲ,p.55）
〇章末のまとめや、
「アクティブに深めよ
う」では、400字～600
字で課題についてまと
める発展的な学習が設
定されている。
（p.42,161）

Ｒ

〇図表、写真等の資料
が多く掲載され、学習
内容に関連した条文や
法令、条約、または側
注解説を載せ、生徒の
理解を促している。
（p.26,50,55）
〇「スキルアップ」で
は新聞の社説を比べた
ディベートや思考ツー
ルを用いた情報の整理
など、公民学習の基礎
的な技能が身に付けら
れるように配慮されて
いる。
（p.87,112,113）

〇章のはじめにある
「入り口」で、その章
を貫く課題に取り組
み、章末では章で学ん
できた内容を生かして
取り組む課題が設定さ
れている。
（p.36,37,72,73)
〇毎時間の学習のまと
めでは、学習内容の確
認を行って知識の定着
を図ったり、因果関係
を説明することで学習
を深めたりできるよう
工夫されている。
（p.19,45）

〇各章のはじめにある
「入り口」では、市議
会議員やコンビニの経
営者になって課題を考
えたり話しあったりす
ることで、興味・関心
が高まるよう工夫され
ている。(p.76,77)
〇「学習を深めよう」
で本文で説明したこと
をより詳しく説明した
り、関連する情報を紹
介したりして、学習内
容を深める工夫がされ
ている。
（p.11）

〇竹島問題について、
特設ページを設け、竹
島に関する歴史的経緯
や、「于山島」をめぐ
る日本と韓国の主張を
韓国での地図も交えて
掲載している。
（p.186,189）
〇現代社会の課題とし
て、「情報化」につい
て詳しく取り上げ、持
続可能な社会に向けて
幅広く考えることがで
きる工夫がされてい
る。（p.131,145）

〇「やってみよう」で
は、裁判のシミュレー
ションなど個人や班で
取り組む作業や活動を
通して、本文の学習を
深められるよう工夫さ
れている。（p.102）
〇最終の「社会科のま
とめ」では、持続可能
な社会を築く観点か
ら、内閣総理大臣とし
て政策提案のレポート
作成を例示している。
（p.204-209）

〇巻頭や巻末で
SDGsについて取り
上げ、最終のレ
ポート作成まで関
連付けたり、
Society5.0につい
て取り上げたりし
ている。
（巻頭1,2,巻末
1,2,p.199）
〇日本の伝統文化
について、身近な
祭りを調べるな
ど、その良さに気
付くよう工夫され
ている。
(p.24,25)

〇巻頭の「なぜ公民を
学ぶのか」では、現在
の自分からの過去・現
在・未来を考えさせ、
公民学習と自分との関
わりについて意識でき
るようにしている。
（巻頭3、p.1,2）
〇日本の祭りや伝統文
化の特設ページを設け
たり、「学習を深めよ
う」で日本の習慣を取
り上げたりして、日本
の良さに気付くよう工
夫されている。
(p.24,25,161,学習資
料p.210,211)

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

社会（公民的分野）　No.３

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ａ

○ＡＢ判192ページ
で、UDフォントを使用
し、地図や資料ともに
明るい彩色を採用して
いる。
○縦見開きで地球儀を
３分割した地図があ
り、世界の位置関係を
とらえやすいよう工夫
されている。
（p.29,61,67）

○一般地図、土地利用
図や断面図、地域の特
色を追究するための
テーマ資料の順で配列
されており、検索しや
すいよう構成されてい
る。
○「ジャンプ」マーク
を設け、１つの資料を
他のページの資料と関
連付けて考えられるよ
う構成されている。
（p.94,161）

○タイトル枠の下部に
「各地域で注目したい
記号」を示し、キャラ
クターの吹き出しで課
題を示すなど、学習の
ポイントに着目させる
工夫がある。（p.45）
○ワールドカップやオ
リンピック開催国の分
布、都道府県の産品と
お国自慢の資料などが
示してあり、学習の動
機付けとして活用でき
るよう工夫されてい
る。
（p.22,165,188）

○中国地方では、竹島
の拡大図が掲載され、
日本周辺地図では、航
空写真と共に日本固有
の領土であることや領
土問題に関する記述が
ある。（p.97,190）
○「テーマ資料」では
各地域ごとに、複数の
分布図やグラフの他
に、豊富な写真により
学習課題を追究できる
よう工夫されている。
（p.36-38）

○巻頭でSDGｓ特集を
取り上げ、現代社会の
諸課題への理解を深め
られるよう複数の資料
が示されている。
（p.7-14）
○各地域の地図を示す
前に、世界全体の地理
的な特色のページが設
けられ、現代社会の諸
課題に関する追究に活
用しやすいよう工夫さ
れている。（p.15-
28）

○Ⅾマークの示す
箇所では、巻頭の
二次元コードから
インターネットに
接続すると様々な
関連情報を閲覧で
きる。（p.34）
○「テーマ資料」
の後には、その地
域に関連する歴史
的及び公民的分野
の内容の写真や分
布図などが配置さ
れている。
（p.66,95,96,131
,132）

○地形図に加え、３分
野全てに関連する資料
が掲載され、課題の発
見や追究に活用しやす
いよう工夫されてい
る。
（p.21,39,95,131）
○現代社会の課題であ
るSDGsを大きく取り上
げ、その解決を考えた
り、課題を追究したり
する上で必要な知識や
技能の習得を目指した
構成となっている。
(p.7-14)

Ｊ

○Ａ版188ページで、
大きな紙面から情報を
読み取りやすい。UD
フォントや縁取り文字
を使用し、濃淡がはっ
きりした彩色を採用し
ている。
○小学校で身に付けた
技能を生かせるよう、
「地図の使い方」が具
体的に示されている。
（P.5-8）

○各地域の同一ページ
内の資料図は同縮尺で
示され、比較したり関
連付けながら考察した
りしやすい工夫がされ
ている。（p.27,28）
○日本を扱うページ
は、一般地図、資料図
に続き、歴史、産業、
防災等学習課題を追究
するための資料が掲載
されている。
（p.107,108）

○立体的かつイラスト
を配した鳥瞰図によ
り、地域的な特色や
人々の生活などをとら
えやすいよう工夫され
ている。
（P.31,32,88）
○世界の生活・文化に
ついて、イラストや写
真を豊富に用いて、違
いが分かりやすいよう
工夫されている。
(p.15-18)

○竹島の標高色別の拡
大図や航空写真が掲載
され、領土問題に関す
る記述がある。また朝
鮮半島の大判地図や日
本列島の折り込み判地
図は大きく、位置や距
離が掴みやすいよう工
夫されている。
(p.30,80,89)
○二次元コードから、
学習内容に関わる多く
の資料が閲覧でき、家
庭学習でも利用でき
る。（p.5,19,167）

○防災・環境の資料が
日本の全ての地域の資
料図に掲載され、身の
周りの生活における防
災意識や関心が高まる
るよう工夫されてい
る。（p.108,149）
○世界の全ての地域の
資料に「日本との結び
つき」を取り上げ、各
地域と日本との関係に
ついて追究しやすいよ
う工夫されている。
（p.44）

○ページタイトル
の横に二次元コー
ドが掲載されてお
り、豊富なデジタ
ルコンテンツを利
用して学習を深め
ることができる。
（p.45）
○「地図活用」の
コーナーが複数設
けてあり、具体的
な問いにより地図
や資料を読み取る
視点が示されてい
る。（p.49,105）

○「地図活用」や「学
習課題」コーナーを設
けたり、二次元コード
による豊富な資料を閲
覧できるようにしたり
することにより、授業
でも家庭学習でも主体
的に地図帳を活用でき
るよう工夫されてい
る。(p.22,57,151)
○地図ページは表示が
大きく、標高の高低差
の配色が鮮やかで、違
いがわかりやすいよう
工夫されている。
(p.109)

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

地図　No.１
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ａ

○１年は、０章があ
り、算数で学習した内
容を取り上げて、数学
での学習の進め方、
ノートの作り方を示
し、中学校の学習がス
ムーズに進められるよ
う配慮されている。(1
年p.9-16)
○章末の問題には、活
用の問題も含まれてお
り、巻末には補充問題
があり、個に応じて取
り組むことができるよ
う工夫されている。(3
年p.162-164,248,249)

○「文字と式」では、
等式と不等式をまとめ
て扱っており、違いを
意識しながら正しく理
解できるよう工夫され
ている。(1年p.84,85)
○「平行と合同」の導
入では、多角形の角の
和の説明から学習を始
めており、あることが
らをもとに新しい性質
を導くという筋道を立
ててことがらを説明す
ることに意識を向けさ
せる工夫がされてい
る。(2年p.98-100)

○章の扉には、身近な
場面がイラストで提示
され、問いを投げかけ
る吹き出しや章のめあ
ても示されており、生
徒の興味・関心を高
め、主体的な学びにな
るよう工夫されてい
る。(3年p.127)
○巻末の「数学の自由
研究」では、自ら進ん
で考えたり調べたりす
る課題が載せられてお
り、興味・関心をもっ
て思考力・判断力・表
現力を高めることがで
きるよう工夫されてい
る。(2年p.199-208)

○章に入る前に「大切
にしたい数学の学び
方」で、「深い学び」
のページの学び方を具
体的に示している。
(全学年p.6,7)
○巻末の章末問題の解
答には「考え方」や
「説明のポイント」な
どが書かれており、生
徒が自分で学習を進め
ることができるよう工
夫されている。(2年
p.226)

○「学びを広げよう」
では、数学を社会で活
用している人をインタ
ビュー形式で紹介し、
それに関わる課題を載
せている。(1年
p.182,183)
○他教科と関連のある
題材には、教科関連
マークをつけ、教科の
つながりが意識できる
よう工夫されている。
(1年p.109)

○巻末の「さくい
ん」では、数学用
語の説明を図を
使って表してい
る。(2年
p.237,238)
○各章にめあてと
なるタイトルをつ
け、生徒が見通し
をもって学習に取
り組めるよう工夫
されている。(1年
p.113)

○活用問題を取り扱う
節では、導入時に問題
発見・解決の過程を重
視した数学的活動を例
示し、主体的・対話的
で深い学びとなるよう
工夫されている。(2年
p.83,84)
○章末の活用の問題
は、写真を取り入れて
提示し、日常生活との
関連を意識しやすいよ
う工夫されている。(3
年p.208)

Ｂ

○章の中でページの右
端に「プラス・ワン」
として補充問題が示し
てあり、個に応じた学
習ができるよう工夫さ
れている。(2年p.21)
○１つの小節は、「考
えよう」で課題提示、
「めあて」、「活動」
という流れで、基本的
に見開き２ページの構
成となっており、見通
しをもって取り組める
よう工夫されている。
（3年p.104)

○１年１章を「数の世
界のひろがり」と設定
し、素数や素因数分解
について学んだあと
「正の数・負の数」の
学習へつながるよう内
容配列が工夫されてい
る。(1年p.12-19)
○２年２章連立方程式
では、加減法と代入法
のどちらの考え方から
でも学習できる構成に
なっている。(2年
p.45)

○章末には「活用・探
究」を設け、学習した
内容を身近な場面で活
用したり発展させたり
する問題を載せ、興
味・関心を高めるよう
工夫されている。(2年
p.132)
○漫画の一場面を載
せ、興味をもたせる導
入になっている。(1年
p.164)

○本文中には「伝えよ
う」や「判断しよう」
という問題（Q)があ
り、意味理解が深まる
よう工夫されている。
(2年p.32,75)
○数学的な見方・考え
方を働かせて学習でき
るよう、巻頭に数学的
な見方・考え方が具体
例を添えて掲載されて
いる。(全学年p.9)

○数学と他教科や実生
活とのつながりが理解
できるように巻末の
「MATHFUL」では、数
学に関する読み物を載
せている。(3年p.242-
253)
○「社会にリンク」で
は、仕事の中で数学を
役立てている人へのイ
ンタビューを載せてい
る。(3年p.135など)

○３年の巻末に、
既習事項が高等学
校数学とどのよう
につながるのかわ
かるように、系統
性を示している。
(3年p.276,277)
○付録に「1年のま
とめ」「2年のまと
め」がついてお
り、切り取って次
の学年で使えるよ
う工夫されてい
る。
(1,2年付録p.1-4)

○問題発見から解決ま
での学習の進め方が示
されており、その流れ
で学習を進める課題が
各学年の利用の節にあ
り、主体的・対話的で
深い学びになるよう工
夫されている。(1年
p.7-9,231,232)
○章の扉にある課題
は、実生活に即した問
題を取り上げており、
数学と実生活との関連
が意識できるよう工夫
されている。(1年
p.124,125)

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

数学　No.１

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ｅ

○関連する小学校の内
容や前学年の内容を
「ふりかえり」として
載せ、学習がスムーズ
に進めることができる
よう配慮されている。
(2年p.69)
○章末の確認問題を基
本、応用、活用と分け
たり、巻末に復習問題
や総合問題を取り上げ
たりすることで、個に
応じて学習できるよう
工夫されている。(3年
p.39-41,268-283)

○「平面図形」では、
「いろいろな角度の作
図」として、90°の作
図を考え、その後、角
度に注目して基本の作
図を学習するように構
成されている。(1年
p.168-176)
〇基本の作図を学習し
た後、「平行線と面
積」を扱っている。(1
年p.177,178)

○本文中の「Tea
Break」では、数学用
語について詳しく解説
し、興味・関心を高め
ることができるよう工
夫されている。(1年
p.101)
○立体の投影図、多角
形の外角の和、三平方
の定理の証明ではペー
ジの右上に関連する図
を載せ、興味・関心を
高めるよう工夫されて
いる。(1年p.199-219)

○１年間の学習を振り
返り、数学を考える際
に有効な考え方をまと
めている。
(1年p.262,263)
○章の学習後「できる
ようになったこと」を
具体的にチェックする
欄や「さらに学んでみ
たいこと」を書く欄が
設けられており、学び
を振り返ることができ
るよう工夫されてい
る。(1年p.163)

○各学年でSDGｓが取
り上げられており、数
学を活用して社会的な
課題や環境問題に取り
組む例がグローバルな
視点で示されている。
(2年p.216-218)
○全学年の最初に「数
学の力」というページ
を設け、数学を活用し
て社会で活躍している
人のインタビュー記事
を取扱っている。

○全学年、巻末に
はプログラミング
を体験できる学習
内容が載せられて
いる。
○全学年巻末付録
としてホワイト
ボード用のペンで
書いて消せるアイ
デアボードが付い
ている。

○「どんなことがわ
かったかな」をまとめ
た後、さらに考えてみ
たいことや新たに見つ
けた疑問につながるよ
うに「次の課題へ！」
が設けられている。(3
年p.27)
○導入問題であるQに
「見方・考え方」を設
定し、考える際の重要
な視点を示している。
(3年p.46)

Ｇ

○章の前には「～を学
習する前に」が設けら
れ、既習事項の確認と
これからの学習への準
備ができるよう工夫さ
れている。(2年p.42)
○章末には「学習のま
とめ」が設けられ、章
で学習したことの要点
が簡潔にまとめられて
おり、その後で活用問
題も含めた章末の問題
に取り組むことができ
るよう配慮されてい
る。(2年p.37-39)

○１年は、１章「整数
の性質」を設け、素数
と素因数分解について
扱い、数の見方を広げ
たうえで、２章「正の
数・負の数」につなげ
ている。(1年p.13-22)
○箱ひげ図と折れ線グ
ラフを対比させ、それ
ぞれのグラフの有用性
について考察する機会
を設けている。(2年
p.211,212)

○本文右端に「数学メ
モ」として学習に関連
する話題が載せてあ
り、学習への興味・関
心を高めることができ
るよう工夫されてい
る。(2年p.147)
○「学びのマップ」が
設けられ、必要に応じ
て前学年の学習を振り
返りながら学習を進め
ることができるよう配
慮されている。(3年
p.240-251)

○各学年、第１章を終
えたところで、ノート
の効果的な活用例を示
し、家庭学習で学びを
深めることができるよ
う工夫されている。(3
年p.44,45)
○「みんなに説明しよ
う」の問があり、自分
の言葉で違いや気づい
たことを説明すること
で、理解をより深める
ことができるよう配慮
されている。(3年
p.85)

○「数学の広場」で
は、数学が日常生活や
他教科の学習に活用さ
れていることがわかる
コラムやインタビュー
が掲載されている。(3
年p.254,258)
○さくいんでは、数学
用語の英語表記が併記
され、グローバル社会
に対応できるよう工夫
されている。(3年
p.291)

○「数学的な考え
方」がまとめてあ
り、折り込み部分
はどのページを学
習していても参照
することができる
よう工夫されてい
る。(1年p.8-12)
○「正の数・負の
数」で魔方陣につ
いての紹介として
安野光雅美術館の
作品が掲載されて
いる。(1年p.45)

○ページの右側に脚注
をつけ、数学的な考え
方や補充問題の掲載
ページなどを載せ、主
体的な学びになるよう
に配慮されている。(1
年p.52,53)
○章の扉のあと見開き
２ページには、イラス
トや写真を用いた
「Let's Try」があ
り、そこで身近な場面
設定の課題が提示さ
れ、その課題をもとに
学習が展開されるよう
な構成になっている。
(1年p.168,169)

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

数学　No.２

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ｌ

○章末の問題「学びを
たしかめよう」では、
「～を理解しています
か。」ということばが
示されており、学習し
たことを振り返ること
ができるよう配慮され
ている。(3年
p.156,157)
○裏表紙からはじまる
「自分から学ぼう編」
にある「学びのあしあ
と」では、学習の記録
ができるよう工夫され
ている。

○身の回りの問題を図
形の学習内容を利用し
て解決することで、学
習と実生活がつながる
ことを実感できるよう
工夫されている。(2年
p.152,153)
○箱ひげ図の長所と短
所の両面が紹介されて
おり、有用性について
より把握できるよう工
夫されている。(2年
p.178,183)

○「数学ライブラ
リー」では、その章で
学んだことに関連する
話題を取り上げ、生徒
の興味・関心が高まる
よう工夫されている。
(3年p.85)
○生徒が解決の見通し
をもって取り組めるよ
う、キャラクターの吹
き出しを用いて、本文
を補ったり、生徒に気
付きを促したりしてい
る。(1年p.74)

○問題の後に、？マー
クで問題をひろげた
り、深めたりする視点
を示し、自分から問題
を生み出す力を身に付
けることができるよう
工夫されている。(2年
p.104)
○ページ下部分に、学
習場面で用いた数学的
な見方・考え方を示
し、その視点で学習を
振り返ることができる
よう工夫されている。
(1年p.134)

○裏表紙からはじまる
「自分から学ぼう編」
にある「学びをいかそ
う」では、実生活や他
教科に関連した問題が
扱われている。(1年裏
からp.27-56)
○「学びのあしあと」
では、章で働かせた数
学的な見方・考え方を
１つ取り上げ、数学の
世界だけでなく、身の
周りの場面でも役立て
ることができるよう工
夫されている。(1年裏
p.4-6)

○二次元コードが
書いてあるページ
では、動画やシュ
ミレーションだけ
でなく、章末問題
においてはヒント
や解答が示してあ
る。(1年p.177)
○「式の計算」で
長さを表すものの
一つとして、特急
サンライズ出雲の
写真と営業距離が
掲載されている。
(2年p.11)

○表表紙の「みんなで
学ぼう編」から学習を
進め、裏表紙からの
「自分から学ぼう編」
で学びの記録を残した
り学んだことを深めた
りすることができるよ
う構成されている。
○章の後半には「～の
利用」が設けられ、問
題発見から解決までの
展開をつくっていく活
動が取り入れられてい
る。(3年p.79-81)

Ｎ

○アルファベットの斜
めの書体の表が載せて
あり、文字と式の学習
がスムーズに進められ
るよう配慮されてい
る。(1年p.63)
○章の前には、「～の
学習の前に（ふりかえ
り）」があり、確認し
ておきたい既習事項を
振り返ることで、学習
をスムーズに進めるこ
とができるよう配慮さ
れている。(3年p.128)

◯「おうぎ形の弧の長
さと面積」は「空間図
形」の中で、円錐の展
開図と関連させて扱
い、おうぎ形で学習し
たことがすぐに生かせ
るよう構成されてい
る。
(1年P.210-215)
○証明のしくみをまと
めたページを見開きで
設け、例を示しながら
その手順を理解できる
よう工夫されている。
(2年P.130,131)

〇章のはじめには、実
生活の中にある写真や
イラストとそれに関連
した疑問が吹き出しで
掲載され、これから始
まる学習への興味・関
心を高めることができ
るよう工夫されてい
る。(1年p.157)
○作図では、ゲームの
場面を設定し、巻末の
付録も使いながら、操
作活動を入れて楽しみ
ながら取り組めるよう
工夫されている。(1年
p.168,169)

○裏表紙に「学びの自
己評価」を載せ、数学
の学習全体を通して大
事にしたいことを確認
できるよう工夫されて
いる。
○Noteには、数学特有
の書き方など、ノート
を取るときの具体的な
注意点が書かれてい
る。(1年p.129)

○「さがしてみよう」
「やってみよう」など
章の内容に関連する活
動を取り上げ、数学の
学びが実生活につなが
ることが実感できるよ
う工夫されている。(3
年p.203)
○巻末の「数学旅行」
では、実生活や他教
科、歴史などに関する
内容を取り上げ、数学
の有用性を感じること
ができるよう工夫され
ている。(3年p.233-
242)

○巻末では、領域
ごとに内容のまと
めが掲載されてお
り、学びの連続性
を確認することが
できる。(3年
p.284-291)
○「一次関数」で
は、ダイヤグラム
の学習の中で、山
陰本線の写真が掲
載されている。(2
年p.101)

○全学年に別冊「探究
ノート」がついてお
り、本冊を学んでから
内容を深めたり総合的
に活用できる問題に取
り組んだりすることが
できるよう工夫されて
いる。(2年p.31)
○数学的活動を意図し
た場面には、数学的な
見方・考え方を働かせ
ながら解決に向かう姿
を対話形式でイラスト
で掲載し、様々な考え
方を知ることができる
よう工夫されている。
(2年p.116)

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

数学　No.３

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ｏ

○見開き２ページを１
つの小節とし、学習の
めあてを簡潔に示し、
見通しをもって学習で
きるよう工夫されてい
る。（3年P18,19)
○各章の前に「次の章
を学ぶ前に」の問題が
あり、既習事項の確認
と次の学習への準備が
できるよう配慮されて
いる。(2年p.35)

○「データの分布と確
率」では、データを捉
える一つの方法として
確率を考えることもで
きるよう工夫されてい
る。(2年p.162-190)
○折り込みページに
データを掲載し、それ
を開いて学習すること
で、後のページの学習
で活用しやすいよう工
夫されている。(1年
p.227)

○「数学のたんけん」
では、学んだ内容に関
連した話題を載せ、知
識を補充しながら興
味・関心を高めること
ができるよう工夫され
ている。(3年p.183)
○巻末の「ステップ
アップ」では、例題、
解答例とその解説、さ
らに例題の考え方を生
かして解決する問題が
掲載され、生徒が自分
で学習を進めることが
できるよう工夫されて
いる。(3年p.250,251)

○「証明の方針」を掲
載し、証明の見通しが
もてるよう工夫されて
いる。(3年p.34)
○「誤答に注意」で誤
答を取り上げたり、
「まちがえやすい問
題」でしっかり考えさ
せたりすることで、理
解がより深められるよ
う工夫されている。(1
年p.49,147)

○「身近なことがら」
という小見出しがつい
ており、学んだことと
社会の関連性がわかる
よう工夫されている。
(1年p.157)
○巻末に「プログラム
と数学」を設けてあ
り、プログラミング的
思考の育成にも配慮さ
れている。
(2年p.204,205）

○「WEBマーク」が
あるページでは関
連したデジタル資
料がある。(1年
p.35)
○「方程式」の速
さの問題で、隠岐
郡のフェリーの写
真が掲載されてい
る。(1年p.122)

○切り取ってノートに
貼ることもできる「対
話シート」が付録で添
付されており、対話的
に学習を深めることが
できるよう工夫されて
いる。(1年p.58,59)
○学習過程で働かせる
数学的な見方・考え方
を「大切な見方・考え
方」として本文右に示
すことで、意識して繰
り返し働かせることが
できるよう工夫されて
いる。(3年p.105)

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

数学　No.４

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ａ

○１ページに観察・実
験の手順（目的・方
法・結果の見方・考察
のポイント）がまとめ
て示してあり、見通し
を持って観察・実験が
できるよう工夫されて
いる。（1年p.111）
○発展的な内容につい
ては、高等学校との関
連を示し、過度な負担
にならないよう配慮さ
れている。（3年
p.57）

○節ごとに、問題発見
から分析解釈までの流
れが統一され､見開き
ごとに授業１時間の内
容が書かれているた
め、使いやすい構成と
なっている。（2年
p.22,23）
○章の始めと終わりに
「Before&After」があ
り、目的意識をもって
学習に取り組み、学習
したことの振り返りが
できるよう構成されて
いる。（3年p.11,28）

○巻頭や単元の始めな
どに、鮮明な写真を掲
載し、生徒の興味・関
心を高めることができ
るよう工夫されてい
る。
○科学史における重要
な人物や発見を漫画に
して掲載し、興味・関
心を高めたり、理解を
深めたりすることがで
きるよう工夫されてい
る。（1年p.60）

○自分の考えを文章で
書いて表現する活動が
多く取り入れてある。
｢ノートに書いてほか
の人と比べよう｣等の
表記もあり､生徒の思
考力・判断力・表現力
等を高めることができ
るよう配慮されてい
る。（3年p.33）
○つまずきやすい内容
について「例題・練
習・確認」の問題やデ
ジタルコンテンツが用
意され理解しやすいよ
う工夫されている。
（1年p.109）

○コラム「科学の本だ
な」があり、興味や関
心を持った生徒がさら
に学びを深めることが
できるよう配慮されて
いる。（1年p.141）
○導入で日常的に目に
する現象を多く取り上
げるとともに、随所に
ある「つながる科学」
で、日常生活や社会と
の関連を持たせること
ができるよう工夫され
ている。（3年p.39）

○Ｄマークを設
け、学習を補完す
るデジタルコンテ
ンツや学習を深め
るWebサイトへリ
ンクできるように
なっている。（2
年p.44）
○全学年巻末に
ペーパークラフト
が付けてあり、興
味・関心を高め、
空間的に認識する
内容の理解に役立
つよう工夫されて
いる。

○各観察・実験後には
「学びをいかして考え
よう」が設けてあり、
日常生活や社会と結び
つけながら思考力を高
めることができるよう
工夫されている。（2
年p.139）
○随所に「つながる科
学」のコーナーを載
せ、学習内容と日常生
活や社会との関連を持
たせることで、学ぶ意
義を実感できるよう工
夫されている。

Ｂ

〇１年では、発達段階
や小学校からの円滑な
接続を考慮し、２、３
年より少し大きな文字
で書かれていたり、小
学校の学習内容を載せ
たりしてある。（1年
p.10,11）
○各学年の巻頭に、理
科の学習の進め方が理
解できるように「学習
の見通しをもとう」等
が示されている。（1
年p.4,5）

〇身近にあるものを観
察したり、実験材料に
用いたりして、生徒が
理解しやすいよう配慮
されている。（2年
p.111）
○実験・観察では、手
順に｢コツ｣が明記さ
れ､正確に操作ができ
るように工夫されてい
る。目的の他に｢着目
点｣が示され、見通し
や自分の考えを持って
実験を進められるよう
工夫されている。（2
年p.67）

〇巻頭に見開きでイン
パクトのある写真が掲
載してあり、生徒が自
然事象に対する興味を
持つことができるよう
工夫されている。
○各学年とも、発展的
な観察・実験が｢やっ
てみよう｣で多数紹介
してあり、生徒の追究
意欲を高めるよう工夫
されている。（3年
p.173）

〇ノートやレポートの
書き方を解説したペー
ジが設けてあり、言語
活動を充実させ、思考
力・判断力・表現力等
を高めるよう工夫され
ている。（1年
p.274,275）
○単元末には｢読解力
問題｣のページがあ
り、単元内容に関連す
る問題を解くことで思
考力・活用力を高めら
れるよう工夫されてい
る。（2年p.154）

○随所に「くらしの中
の理科」のコーナーが
設けてあり、学習内容
と実生活との関連が分
かるよう配慮されてい
る。(3年p.19)
〇記載されている算
数・数学の学習内容や
ことばの解説を示し、
他教科等のつながりが
意識できるよう工夫さ
れている。（1年
p.126,127）

○デジタルコンテ
ンツ｢理科の世界
WEB｣があり、実
験・観察動画､外
部リンクなどが利
用できるように
なっている。
○山陰海岸ジオ
パークが掲載され
ており、地域に素
晴らしい環境があ
るということが認
識できるものに
なっている。(1年
p.280）

○植物の茎の断面の観
察や位置エネルギーの
実験などに身近な材料
を用いた実験方法を提
案しており、教員に
とっては準備がしやす
く、生徒にとっては馴
染みのあるものになる
よう工夫されている。
（2年p.111,3年p.59）
〇観察・実験の目的を
生徒に意識させなが
ら、自分の考えを整理
したり、表現したりす
る活動が多く取り入れ
られている。

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

理科 No.１

19



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ｅ

○見開きで写真や図
表､文字が大きく示さ
れている。特に､実験
方法は装置の一部を大
きく拡大してあり、正
確に進めることができ
るよう工夫されてい
る。(2年p.18,19)
〇１年の各章の始めに
「問題発見」のページ
があり、１年の重点で
ある問題を見いだし見
通しをもって学習に取
り組むことができるよ
う工夫されている。
（1年p.130,131）

○全ての観察・実験が
課題のページと方法の
ページ、結果のページ
でまとめてあり、探究
の過程が明確に示され
ている。(2年p.17-20)
○単元末の「学び続け
る理科マスター！」で
は、学習の深め方が紹
介され多面的に考える
ことができるよう工夫
されている。（1年
p.124,125）

○「世界は、物質でで
きている」などインパ
クトのある言葉や問い
かけで単元への興味・
関心を高めるよう工夫
されている。（1年
p.65）
○「やってみよう」や
「サイエンスカフェ」
では、学習内容の理解
を深めるとともに、興
味・関心を高めるよう
工夫されている。（3
年p.22,31）

〇１時間ごとに課題を
解決するための「見
方・考え方」が示して
あり、授業のポイント
がよく分かるよう工夫
されている。（3年
p.15）
○「学びを日常にいか
したら」では、字数制
限を設けた記述問題が
用意されており、思考
力・判断力・表現力等
を育成できる内容と
なっている。（2年
p.142,143）

○１、２年の巻頭にお
いて「なぜ理科を学ぶ
の？」「理科で何を学
ぶの？」「理科を学ぶ
とどうなるの？」「ど
うやって理科を学ぶ
の？」が掲載され、理
科学習の有用性や実社
会との関連性が示され
ている。
〇巻頭の「ミッション
X」では学習内容と関
連する職業について紹
介され、科学を学ぶ意
義や有用性が実感でき
るよう工夫されてい
る。

○実験のデータや
情報が二次元コー
ドを読み取ること
で閲覧できるよう
になっている。
○各学年の巻末に
「アイデアボー
ド」があり、対話
的な学習のツール
として用いること
がきるようになっ
ている。

○巻頭に｢理科のトリ
セツ｣が設けられ､理科
を学ぶことの意義や､
探究の進め方などにつ
いて理解してから学習
を始める流れになって
いる。
○目標や見通しを明確
に持って学習に取り組
み、章末には何ができ
るようになったかを振
り返り､生徒が自らの
成長を意識しながら学
習を進めることができ
るよう工夫されてい
る。

Ｇ

〇単元の導入ではダイ
ナミックな写真や丁寧
な解説を載せ、生徒の
追究意欲を高められる
よう工夫されている。
(2年p.6,7)
○「発芽に使われるデ
ンプン」など小学校の
復習を分かりやすい写
真などを用いて示すこ
とで、学習に向かいや
すくしている。（2年
p.109）

○各学年の巻頭に「探
究の進め方（疑問・課
題・仮説・計画・観察
実験・考察・結論）」
が示してあり、生徒が
見通しを持って学習で
きるよう工夫されてい
る。
○観察・実験が見開き
の紙面となるように構
成してあり、観察・実
験の手順を理解しやす
いように配慮されてい
る。(1年p.28,29)

○身近な科学の話題や
最先端の科学の話題を
学習できるように、科
学の話題を紹介するコ
ラム｢ハローサイエン
ス｣が随所に掲載して
ある。(1年P.110)
〇学習前後に同じ問い
かけをすることによ
り、学習した自分の成
長を実感できるよう工
夫されている。（3年
p.68,75）

○｢要点をチェック｣｢
要点と重要用語の整
理｣｢基本問題｣｢学年末
総合問題｣の４つのス
テップで学習内容の定
着を図っている。(2年
p.25,78,80,302)
〇レポートの書き方や
レポート例となる「私
のレポート」を多数掲
載し自分の考えをまと
め表現する力を育成で
きるよう工夫されてい
る。（1年p.17）

○｢思い出そう｣や｢ブ
リッジ算数・数学｣、
「発展」が設けてあ
り、小･中･高の接続や
他教科との連携を意識
できるよう工夫されて
いる。（1年p.14,2年
p.248,3年p.35)
○２、３年の巻頭資料
で､日本の高い科学技
術が世界中の生活を豊
かで便利なものにして
いることを紹介し、科
学の有用性を実感でき
るよう工夫されてい
る。

○巻末に生物や原
子のモデルカード
があり、分類や化
学反応式を考えや
すくなるよう工夫
されている。（1
年,2年）
○教科書とウェブ
との連動を図り、
巻頭に「まなびリ
ンク」として二次
元コードとURLが掲
載してある。(1年
p.16)

○小学校や高等学校の
学習内容を示し、円滑
な接続を意識したつく
りになっており､学年
に応じてステップアッ
プできるよう構成され
ている。
○他教科でも学習する
社会問題についてのコ
ラムを掲載するなど、
教科等横断的な指導に
つながるよう工夫され
ている。（2年p.219）

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

理科　No.２

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ｌ

○全ての単元の導入に
「つながる学び」が設
けてあり、既習事項と
関連付けて学習に取り
組めるよう配慮されて
いる。（2年p.4）
〇新しく認知された地
質時代の一つである
「チバニアン」（千葉
県の地層）を取り上
げ、生徒の興味・関心
が高まるよう工夫され
ている。（1年p.109）

○「学ぶ前にトラ
イ！」で単元内容に関
わる問いについて考
え、「学んだ後にリト
ライ！」で自分の考え
がどのように変容した
のか確認する構成と
なっている。(3年
p.47,93)
○見開き中央部分に本
文が掲載されるようレ
イアウトし､左右に
様々な情報を載せ、生
徒の理解が深まるよう
工夫されている。（1
年p.28,29）

〇自分の考えを自由に
書き込むことができる
「探Qシート」が巻末
にあり、主体的に探究
活動に取り組めるよう
工夫されている。
○｢科学コラム〇〇ラ
ボ｣では部活･料理･仕
事等と科学の関連につ
いて取り上げ、日常生
活と理科を結び付け、
興味・関心を高めるこ
とができるよう工夫さ
れている。(1年p.53)

○実験の安全対策や注
意点について、マーク
と簡潔な言葉を組み合
わせて分かりやすく示
してある。特に事故発
生予防が必要な実験に
は方法の「ステップ
０」で安全確認をする
ようにしてある。(2年
P.176)
〇単元の最後には、
「みんなで探Qクラ
ブ」等のコーナーがあ
り、身に付けた探究の
力を発揮できるよう工
夫されている。（3年
p.170）

○算数･数学(計算)､社
会科(等高線・地理分
野)､国語(古典)、家庭
科(熱量)を囲み枠で示
し､教科等横断的に学
習できるようになって
いる。（1年p.169,2年
p.98,245,3年p.61）
○単元の最後に学習し
た内容を社会や未来に
広げる読み物「ひろが
る世界」を掲載し、生
徒に理科の有用性が伝
わるよう工夫されてい
る。(3年P.100）

○各学年とも化学
分野の学習前には
「サイエンス資
料」を配置し、実
験器具の扱い方や
安全への配慮等を
掲載している。(1
年p.130-137)
〇タブレット端末
を二次元コードに
かざすと動画や問
題を見ることがで
き、自分のペース
で学習を進めるこ
とができるよう工
夫されている。

〇新しい教材（地質時
代）や地元の教材（江
津市の風力発電）を取
り上げ、生徒の興味・
関心や追究意欲を高め
るよう工夫されてい
る。
（1年p.109,2年p.95）
〇二次元コードが多く
のページに掲載されて
いる。様々な動画や問
題を見ることができ、
自主的な学習ができる
よう工夫されている。
（1年p2,13,55）

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

理科　No.３

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ｇ

〇「Active!」として
活動例を示し自分の考
えをまとめ、グループ
で協働的な活動ができ
るよう工夫されてい
る。
（1年p.6-11）
〇「学びのユニット」
では、学びのねらいと
活動、さらに学びを深
めるための楽曲や活動
等が示されており、生
徒の学びの手がかりと
なるよう工夫されてい
る。（1年p.4,5）

○鑑賞では、表現活動
につないだり、諸外国
の音楽と比較したりす
ることで学びを深める
ための工夫がなされて
いる。(１年p.48-
53,63）
○「音のスケッチ」で
は、創作をスモールス
テップで進め、構成を
理解した上でリズムア
ンサンブルにつなぐな
ど、学習を深められる
よう配列が工夫されて
いる。（1年上p.34-
37）

〇「日本の歌みんなの
歌」では巻頭に歌詞の
内容にあった美しい風
景が写真で紹介され、
生徒がイメージをしな
がら表現できるよう工
夫されている。（2・3
年下口絵①②）
〇巻頭に鑑賞教材の作
曲家のエピソードを紹
介し、生徒が興味を持
ち、学習意欲が高まる
よう工夫されている。
（2・3年上口絵②）

○巻末には、全校合唱
として同じ教材が学年
に応じて発展させた編
成に編曲されており、
全校で取り組むことが
できるよう工夫されて
いる。（2・3年下
p.80,81）
○「歌のアルバム」に
は学年に応じた音域で
の合唱曲が掲載され、
無理なく歌唱ができる
よう工夫されている。
（2・3年下p.70-79)

○「私たちのくらしと
音楽」として音楽教育
や知的財産権について
紹介し、生活の中での
音楽の役割や扱い方に
ついて学習できるよう
工夫されている。(2・
3年上p.70,71)
〇「CMソングをつくろ
う」では、創作の活動
を通して地域を紹介す
るなど、総合的な学習
の時間との関連を図る
ことができるよう工夫
されている。（2・3年
下p.24,25）

○２・３年上下に
は「発展」として
「音の三要素」に
ついて示されてお
り、生徒が主体的
に学びを深める工
夫がなされてい
る。（2・3年上
p.72　下p.68）
〇「何が同じで、
何が違う？」では
日本と諸外国の音
楽を比較し、特徴
を見つけるよう工
夫されている。
（2・3年下p.50）

○様々な時代・諸外国
の楽曲から教材が選択
されており、生徒が楽
しんで学習に取り組む
ことができるよう工夫
されている。
（2・3年上p.74-81）
○巻末には様々な楽器
を折込を使ったワイド
な紙面で示し、生徒の
興味・関心を深め、理
解を深められるよう工
夫されている。
（1年口絵③④）

Ｈ

〇「深めよう！音楽」
として、活動の流れや
思考を促すヒント、表
現へのつなぎ等の内容
が示され、活動を深め
ることができるよう工
夫されている。（1年
p.19）
〇鑑賞教材Challenge!
では、ねらいに即した
参考曲が示され、学習
内容を深めることがで
きるよう配慮されてい
る。（2・3年上
p.41,47）

○巻頭の「学習内容」
でこれから学ぶ内容や
授業で身に付ける力を
見通し、「音楽を形づ
くっている要素」で学
習したことを確認でき
るように構成されてい
る。（1年p.8,9,67）
○学習のめあてと音楽
を形づくっている要素
が左側に見出しで標記
され、生徒が内容や流
れをつかみやすいよう
工夫されている。（1
年p.26-34）

〇鑑賞教材では、実際
に唱歌（しょうが）や
演奏をすることで、音
楽の特徴をつかみ、学
びを深めることができ
るよう工夫されてい
る。（2・3年下p.48-
50）
〇巻頭に芸術家からの
メッセージや多様なコ
ラムを掲載し、音楽と
生活や社会との関連に
興味を持つことができ
るよう工夫されてい
る。（2・3年下p.2-
5）

○石見神楽などの郷土
芸能が写真とともに掲
載され、地域の音楽文
化を大切にする心情を
育むことができるよう
配慮されている。
（2・3年上p.68，69
2,3年下背表紙）
○「ふるさと」は学年
に応じた音域で全校合
唱ができ、学校の実態
に応じて活用できるよ
う配慮されている。
（1年p.70,71,2・3年
78,79,3年72,73）

〇「生活や社会の中の
音楽」では音楽の役割
や音楽に関わる仕事、
SDGｓの取組が紹介さ
れ、総合的な学習の時
間等との関連を図るこ
とができるよう工夫さ
れている。（2・3年下
p.68,69）
○英語の歌や国語科で
扱われる教材に関連し
た楽曲が掲載され、教
科横断的な学びができ
るよう工夫されてい
る。（2・3年下
p.23,28,29,82-85）

○長唄、謡では音
高の動きを表した
図形譜、演奏者か
らのアドバイス等
が掲載され、取り
組みやすいよう配
慮されている。
（2・3年上
p.60,61)
○「深めよう音
楽」に編曲の工夫
点から音楽の特徴
を調べ、表現を創
意工夫することが
できるよう配慮さ
れている。（2・3
年上p.16）

○歌唱・創作・鑑賞の
学習を関連付けて教材
が選択され、学んだこ
とを関連付けて活用す
ることができるよう、
音楽を形づくっている
要素を中心に教材が結
び付けられている。
（1年p.18-23）
○様々な教材でキャラ
クターの吹き出しに、
生徒の気付きや思考を
促す内容が示され、主
体的・対話的な活動に
つながるよう工夫され
ている。（2・3年上
p.17）

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

音楽（一般） No.１
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ｇ

〇前半「演奏の仕方を
身につけよう」で基礎
的な知識や技能を習得
し、後半「合わせて演
奏しよう」でアンサン
ブル曲を通して奏法を
確認したり楽曲の特徴
を感受したりすること
ができるよう工夫され
ている。
〇各楽器の学習では、
基礎的な技能と楽曲が
関連付けて配置されて
おり、演奏を通して技
能が習得できるよう配
慮されている。（p.6-
16）

〇各楽器の導入では、
それぞれの楽器の紹介
や基礎的な奏法につい
て、多くの写真を使っ
てまとめて示されてい
る。（p.28-30,54-59）
〇楽器の音色や響きと
奏法との関わりについ
て考えながら学習を進
めていくことができる
よう、学習のめあてが
主に左ページ上部に示
されている。
（p.56）

〇「何が同じで、何が
違う？」では音の出る
仕組みや奏法、音色な
どを比較しながら自分
が着目したことについ
て話し合いながら学ぶ
ことができるよう工夫
されている。
（p.26,52）
〇同じ楽曲の五線譜と
縦譜が用意されてお
り、それぞれの楽譜の
特徴を理解したり、学
習内容によって選択し
たりすることができる
よう工夫されている。
（p.78-85）

〇「音のスケッチ」で
は創作との関連を図
り、音色や旋律、構成
などを工夫しながら音
楽表現ができるよう配
慮されている。
（p.71,77,92,93）
〇「Let's Play！」
「Let's Try！」では
各楽器の特徴を生かし
た合奏教材がクラシッ
ク、ポピュラー、民謡
などから幅広く取り上
げられており、実態に
合わせて選曲できるよ
う配慮されている。
（p.60-93）

〇「吹く楽器の仲間た
ち」「弾く楽器の仲間
たち」では、楽器の背
景にある文化や伝統な
どについて調べる学習
に取り組むことができ
るよう工夫されてい
る。（p.27,53）
〇リコーダーのトリル
奏法やギターのタブラ
チュア譜が使用されて
おり、学校や生徒の実
態に応じて発展的に学
習を深めていくことが
できるよう配慮されて
いる。（p.17,34）

〇リコーダーの練
習曲にコードネー
ムがつけられてお
り、和声を感じな
がら表現すること
ができるよう配慮
されている。
（p.6,7）
〇ギターのダイヤ
グラムに対応した
手元の写真や五線
譜に対応した鍵盤
の写真を示すこと
により、視覚的な
支援がなされてい
る。（巻末口絵③
④）

〇幅広いジャンルの楽
曲が多数掲載されてお
り、学校や生徒の実態
に応じて選曲できるよ
う配慮されている。
〇習得した技能を使っ
て発展的な学習内容に
取り組んだり、合わせ
て演奏する活動に幅広
く取り組んだりできる
よう配慮されている。

Ｈ

〇前半の各楽器の学習
では、生徒の実態に合
わせて基礎的な技能が
習得できるよう、平易
な楽曲が扱われてお
り、基礎・基本の定着
を図ることができるよ
う構成されている。
〇「アンサンブル」
「楽器でMelody」で
は、身に付けた力をも
とに、曲想にふさわし
い表現を工夫したり、
楽曲の構造を生かした
表現をしたりすること
ができるよう配慮され
ている。（p.76-99）

〇各楽器の導入では、
それぞれの楽器の紹介
や基礎的な奏法につい
て、写真を使って簡潔
にまとめて示されてい
る。(p.32-35,56-58）
〇前半の各楽器の学習
では、鑑賞と関連を
図って音色に親しんだ
り、「楽器を知ろう」
というコラムで歴史的
な背景等を学んだりす
ることができるよう構
成されている。
（p.16,32,40,
50,56,62,66）

〇チェックマークのつ
いた項目やQ＆Aでは、
各楽器の奏法のポイン
トや用語の説明がなさ
れており、音楽活動を
通して知識・技能を深
めていくことができる
よう配慮されている。
（p.22,23）
〇「和楽器こぼれ話」
「楽器の図鑑」では、
楽器にまつわるコラム
や分類が記されてお
り、興味・関心を高め
ることができるよう工
夫されている。
（p.51,104,105）

〇創作との関連を図
り、筝の音色や音階を
生かし、音楽のしくみ
や構成を工夫して旋律
をつくる学習ができる
よう工夫されている。
（p.49）
〇鑑賞学習との関連を
図った教材が取り上げ
られており、聴きとっ
たことと感じ取ったこ
ととのかかわりについ
て、表現を通して学ぶ
ことができるよう工夫
されている。
（p.94,95）

〇「アンサンブルセミ
ナー」では、アーティ
キュレーションの工夫
やパートの役割、曲の
構成など演奏の工夫に
おける思考・判断の視
点が示されており、創
意工夫しながら学習を
深めていくことができ
るよう配慮されてい
る。（p.10-15）
〇地域の中学生の取組
や、音楽と生活とのか
かわりに関連する写真
が多く掲載され、興
味・関心をもつことが
できるよう工夫されて
いる。（p.56,62,107,
裏表紙）

〇和楽器の演奏に
関することだけで
はなく、姿勢や身
体の使い方、礼儀
などについて解説
されており、我が
国の伝統や音楽文
化を理解すること
ができるよう配慮
されている。
（p.42）
〇合奏でよく使わ
れる打楽器やラテ
ンパーカッション
の基本的な奏法が
写真とともにわか
りやすくまとめら
れている。
（p.70-74）

〇比較的平易な楽曲が
選択されており、基
礎・基本の定着を図る
ことができるよう配慮
されている。
〇中学生の器楽の学習
内容がまとめられ、音
楽科で身につける資
質・能力と、その学習
の支えとなる音楽を形
づくっている要素との
関連が示されている。
（p.8,9）

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料
音楽（器楽）　No.１

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ｄ

〇２・３年で独立した
鑑賞の題材を多数掲載
している。日本美術や
西洋美術について、多
様な表現の様式や歴史
を学ぶよう工夫されて
いる。
(2･3年p.36-61)
〇各題材に「学習のポ
イント」として、その
題材の学習を生徒自身
が深めていくために大
切な点を短い文でまと
めて示している。
(1年p.14)

○１年、２・３年のど
ちらも、様々な材料や
技法を扱った工芸の題
材が複数掲載されてい
る。
(1年p.44-49,2･3年
p.80-91)
〇２・３年に「鑑賞」
と「まとめ」の項があ
り、美術の働きや美術
文化の鑑賞を扱う内容
が整理されている。
(2･3年p.5)

〇１年の最初に「学び
の地図」として、３年
間の美術の学習の見通
しを学習指導要領の
「内容」に基づいて整
理している。
(1年p.6)
〇「学習の目標」が育
成を目指す三つの資
質・能力で整理され、
生徒にとって意識しや
すい言葉でまとめられ
ている。
(2･3年p.10)

〇「美術の用語」とし
て、他教科では使われ
ないような美術の専門
用語の解説が示されて
いる。（１年p.11）
〇「安心と安全のデザ
イン」では、学校や地
域に目を向け、防災や
環境などについて考え
ることで、デザインの
役割を意識することが
できるように工夫され
ている。
(2･3年p.76,77）

〇「暮らしに生きる美
術」として様々な職業
と美術の関係が掲載さ
れており、生活や社会
の中の美術を考える内
容になっている。
(2･3年p.6,7)
〇各題材のページ左下
に、関連のある他教科
の単元名を示し、教科
等横断の参考となるよ
う工夫されている。
(1年p.10)

〇２・３年を１冊の
ワイド版とし、情報
量を増やしたり、作
品を大きく掲載した
りすることで鑑賞活
動をより充実して行
えるように配慮され
ている。
〇デザイナーの制作
過程や思いがインタ
ビュー形式で掲載さ
れており、専門家の
ものの見方や考え方
からデザインを知る
ことができるよう工
夫されている。
(1年p.34,35)

○工芸の題材が多数掲載
されており、伝統工芸か
ら現代工芸までの様々な
材料や技法での表現を学
ぶよう工夫されている。
(1年p.44-49,2･3年p.80-
91)
○２・３年の鑑賞題材
で、美術の働きや美術文
化の学習として、日本と
西洋の美術の多様な様式
や歴史や、美術と社会と
の関係を学ぶ題材が多数
掲載され、それぞれを詳
しく学べる内容になって
いる。
(2･3年p.36-61,p.92-105)

Ｉ

〇各題材で参考作品の
「鑑賞」から、「表
現」の発想や構想につ
ながるレイアウトに
なっており、表現と鑑
賞を関連付けられるよ
う工夫されている。
(1年p.16)
〇「みんなの工夫」と
して、主題生成からア
イディアスケッチなど
の構想、実際の表現の
工夫までの例が順を
追って具体的に示され
ている。
(2･3年p.8)

〇生徒の主体的な気付
きを基にした対話的な
学びによる作品鑑賞
や、共通点がある複数
の作品の比較鑑賞の題
材が設定されている。
(1年p.21,2･3年
p.24,36)
〇質感の異なる紙を綴
じ込み、版画の質感や
特徴を表現したり、消
失点を探すためにト
レーシングペーパーを
活用したりするように
なっている。
(1年p.19,20，2･3年
p.11,12)

〇題材の目標が、表現
と鑑賞の２つに分けて
記載され、生徒にとっ
て意識しやすいものと
なるよう工夫されてい
る。
(1年p.10）
〇漫画や映像メディア
表現など、生徒の関心
が高く、身近に感じた
り体験できたりする題
材や資料が掲載されて
いる。
(2･3年p.36-39,80,81)

〇「学習を支える資
料」では、技法の紹介
に併せて、同じ技法の
中でも様々な材料を紹
介しており、生徒が自
分の表現に適した材料
を選択する際に参考と
なるよう工夫されてい
る。
(1年p.68,71）
〇「印象に残るシンボ
ルマーク」として、島
根県立美術館のロゴを
掲載し、身近なところ
にもデザインとの関わ
りが存在していること
に気付くように工夫さ
れている。
(1年p.46)

〇他教科（国語科、数
学科、社会科、家庭
科）や道徳科との具体
的なつながりが示され
ているページがあり、
教科等横断的な学びの
工夫がなされている。
(1年p.37）
〇「地域の魅力を伝え
る」として、自分が住
む地域の魅力を商品の
パッケージやバッグな
どをデザインすること
で、社会参画や郷土を
愛する態度を養うこと
ができるよう工夫され
ている。
(2･3年p.70,71)

〇屏風の鑑賞におい
て、実際の立体物と
同じように折り曲げ
た状態で鑑賞できる
レイアウトになって
いる。
(1年p.31)
○キャラクターを登
場させ、吹き出しで
ポイントや解説を示
すことで、美術の学
習に親しみやすくな
るよう工夫されてい
る。
(1年p.6)

○各題材において、鑑賞
から表現へつながり、表
現では主題生成から構想
を練り、工夫して表現し
ていく過程や学びの方向
性が分かるようレイアウ
トが工夫されている。ま
た、発想や構想のための
ヒントも多く示されてい
る。(1年p.22-25)
○教科等横断的な視点を
具体的に例示したり、思
考ツールやグループ活動
の仕方を資料として掲載
したりすることにより主
体的・対話的で深い学び
が実現できるよう工夫さ
れている。
(2･3年p.59,61,76,77)

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

美術　No.１
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ｏ

〇１年は「美術との出
会い」、２・３年は上
下に分かれ、「学びの
実感と広がり」、「学
びの探求と未来」と題
されており、発達段階
を考慮して学習が発展
するよう工夫されてい
る。
〇題材ごとに「造形的
な視点」が吹き出しで
示され、その題材でポ
イントとなる点が分か
るよう工夫されてい
る。
(1年p.19)

〇生徒の気付きを基に
した対話的な学びによ
る作品鑑賞や、斬新な
発想を基にした現代美
術を学ぶ鑑賞など、鑑
賞の題材設定が工夫さ
れている。(1年
p.30,2･3年上p.22)
○１年に水墨画や情報
伝達、２・３年下に映
像表現や道のデザイン
など、多様な美術表現
を学ぶ題材が設定され
ている。
(1年p.22,48,2･3年下
p.40,41,44,45)

〇題材ごとに身に付け
たい力が、三つの「学
びの目標」として示さ
れ、学習指導要領に基
づいた言葉でまとめら
れている。
(1年p.12)
〇生徒の意欲を引き出
すタイトルと、活動や
目的を示すサブタイト
ルを示すことにより、
内容や活動がつかみや
すいよう工夫されてい
る。
(2･3年上p.34)

〇「祭りを彩る造形」
では、津和野町の鷺舞
神事を取り上げるな
ど、地域の伝統文化を
身近に感じられるよう
工夫されている。
(1年p.57)
〇「わくわくコミュニ
ケーション」では、伝
えたい情報をイラスト
や写真、色彩などに着
目して分かりやすくま
とめる手立てが記載さ
れ、他教科等の学習に
も活用できる内容と
なっている。
(1年p.48,49）

〇「社会に生きる美術
の力」等に、様々な職
業と美術の関係が掲載
されており、生活や社
会の中の美術を考える
内容になっている。
(2･3年下p.58)
〇多くの題材で、ペー
ジ左下に道徳教育との
関連が示されており、
美術科の特質に応じて
指導できるよう工夫さ
れている。
(1年p.9)

〇屏風の鑑賞におい
て、実際の立体物と
同じように折り曲げ
た状態で鑑賞でき、
表裏で２作品が見ら
れるレイアウトに
なっている。
(1年p.32)
○「学びを支える資
料」に、授業での発
想・構想の方法や作
家の構想の例を載
せ、制作の参考とな
るよう工夫されてい
る。
(1年p.58)

○２・３年を上下の２
冊とすることで、題材
の掲載数が増え、発達
段階や生徒の興味関
心、学校や地域の実態
等を考慮しながら題材
を選択することができ
るようになっている。
(2･3年上p.9,2･3年下
p.7)
○「造形的な視点」や
「学びの目標」が掲載
されていることで、見
通しをもつことができ
るよう工夫されてい
る。
(2･3年下p.8）

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

美術　No.２

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

25



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ａ

○各章扉に、小学校で
学習したことや高校で
学習することが示され
ており、系統的に見通
しを持って学習できる
よう工夫されている。
（p.5,49)
〇各ページの余白を広
く設けてあり、本文や
資料が見やすいよう配
慮されている。
（p.14,15)

○「見つける」で課題
をつかむところから始
まり、「課題の解
決」、「活用する」、
「広げる」と学習の流
れがわかりやすいよう
レイアウトが工夫され
ている。（p.62,63）
○各章末に「確認の問
題」、「活用の問
題」、「日常生活に生
かそう」が準備されて
おり、学習内容が定着
するよう工夫されてい
る。（p.89,90）

○キャラクターが学習
のヒントやポイントを
伝えることで、生徒が
興味・関心を持ちなが
ら学習できるよう配慮
されている。（p.10）
○学習内容に関連する
読み物資料を掲載し、
興味・関心を高め、学
習内容が深められるよ
う工夫されている。
（p.21,33）

○各章の終末に「イン
ターネットと依存症」
「SDGsから考えよう」
などの今日的な課題に
関する資料が掲載さ
れ、探究的な学習がで
きるよう工夫されてい
る。（p.109,166）
○各時間の「活用す
る」では、自分の意見
をまとめて発表する活
動を通して、学習内容
を活用して思考力・判
断力・表現力を高めら
れるよう工夫されてい
る。（p.99,101）

○「広げる」では、自
分たちの生活や身近な
地域について考えるよ
う促し、家庭や社会生
活に関連付けて学習で
きるよう工夫されてい
る。（p.73,161）
○人間関係やストレス
への対処について、体
験的に身に付ける演習
が用意されており、具
体的な対応を身に付け
ることができるよう工
夫されている。
（p.39,45）

○学習内容に関連
する動画やシミュ
レーションなどを
インターネットで
学べるコンテンツ
が用意されてお
り、学習を支援し
理解度を高められ
るよう工夫されて
いる。（p.1）
○感染症につい
て、手洗いの方法
を写真付きで掲載
し、生徒が感染症
の予防について具
体的に学習できる
よう工夫されてい
る。（p.165)

○各時間の冒頭の「見
つける」でつかんだ学
習課題について、資料
を手掛かりにして、課
題解決につなげていけ
るよう配慮されてい
る。（p.22,23）
○各章扉に、「この章
で学習すること」とと
もに、他教科とのつな
がりや、学習内容に関
わりのある偉人の紹介
があり、生徒が興味を
持って学習できるよう
工夫されている。
（p.91）

Ｂ

○各章扉には中学生の
写真が掲載され、下方
部に小学校で学習して
きたことや、高等学校
で学習することが示さ
れ、これまでの学習が
今につながり、今の学
習が将来につながる見
通しがもてるよう工夫
されている。（p.15）
〇学習内容と関連した
資料の注釈が見出しに
ついており、本文の内
容と資料との関係が分
かりやすく記載されて
いる。（p.90,91）

〇左ページが本文内
容、右ページが関連資
料になっており、生徒
が学習内容を整理しや
すいよう配慮されてい
る。（p.16)
○各時間のタイトルの
すぐ右に「学習のねら
い」として、目標をわ
かりやすく示すこと
で、学習内容の見通し
が持てるよう工夫され
ている。（p.8,30）

○学習内容と関連の深
い話題や読み物が「ミ
ニ知識」や「トピック
ス」として紹介され、
学習を広げたり、深め
たりできるよう工夫さ
れている。
（p.72,73）
○大きく、強い印象を
うける写真が使用され
ており、生徒の興味・
関心を高められるよう
工夫されている。
（p.100,101）

○心肺蘇生法の手順が
折り込み式のページで
掲載され、流れと方法
を同時に見ることがで
き、生徒が理解しやす
いよう工夫されてい
る。（p.107,109）
○各時間に「話し合っ
てみよう」や「やって
みよう」が設定してあ
り、資料を参考に、学
びを深めることができ
るよう工夫されてい
る。（p.73）

○現代的な課題であ
る、スマートフォンな
どの情報機器の活用に
ついて、口絵に資料を
設け、日常生活におい
て生徒の意識が高まる
よう配慮されている。
（口絵p.13,14）
○関連した内容を学習
するページを示す「リ
ンク」が設けられ、学
習内容のつながりを意
識した学習ができるよ
う配慮されている。
（p.20,56,150）

○各章間の資料に
「中学校保健体育
Web」があり、関連
内容を動画や資料
を使って、より深
い学びができるよ
う工夫されてい
る。（p.124）
○各章末の「学び
を活かそう」の
ページで、学習し
たことを普段の生
活でどう生かすの
か考えることがで
きるよう工夫され
ている。（p.27）

〇左ページが本文内
容、右ページが関連資
料となっており、生徒
が学習内容を整理しや
すいよう配慮されてい
る。（p.16)
○関連した内容を学習
するページを示す「リ
ンク」が教科書の同一
場所に示されており、
生徒がどこに何が書い
てあるか分かりやす
く。見通しをもって学
習できるよう工夫され
ている。（p.24,60）

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

保健体育　No.１

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

26



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ｋ

○現代的な課題である
「がん教育」として特
設ページを設けてい
る。（p.80-83,93）
〇文字数が少なく、コ
ンパクトにまとめられ
ている。資料を見なが
ら視覚的に理解できる
よう工夫されている。
（p.100,101）

○「きょうの学習」と
して、目標をわかりや
すく示すことで、学習
内容の見通しがもてる
よう工夫されている。
（p.81,85,87）
○「章のまとめ」で
は、「知識・技能」、
「思考・判断・表
現」、「学びに向かっ
て」の問題が用意され
ており、各観点に沿っ
た学習の振り返りがで
きるよう工夫されてい
る。（p.118,119）

○各時間の学習の冒頭
に「課題をつかむ」を
設け、導入時に生徒の
興味・関心を高められ
るよう工夫されてい
る。（p.108）
○中学生の興味・関心
の高い話題や心に響く
事例等を「コラム」と
して掲載し、学習意欲
を高められるよう工夫
されている。
（p.76,102）

○学んだことを実際の
場面に当てはめて考え
る課題を設け、教科書
に解答を書き込むこと
で、学習内容を生活場
面で生かせるよう工夫
されている。
（p.41,43,47）
○県の課題である体力
の向上について、その
要素を詳しく示し、自
主的に体力向上のため
の計画を立てることが
できるよう工夫されて
いる。（p.62,63）

○各章扉に、これから
学習する内容が、学校
や地域での自分たちの
生活とどう関わってい
るのかが示されてい
る。学習内容を自分や
実生活と結びつけなが
ら考えることができる
よう工夫されている。
（p.28,29）
○「他教科」マークに
より、本時の学習内容
と関連のある教科がわ
かりやすいよう工夫さ
れている。
（p.30,158,171）

○「web保体情報
館」にアクセスす
ることで外部サイ
トが利用でき、多
くの情報を活用し
て深く学ぶことが
できるよう工夫さ
れている。
（p.79,81）
○感染症につい
て、６ページにわ
たって記載してあ
り、時間をかけ
て、深い学習がで
きるよう工夫され
ている。（p.134-
139）

○各章扉に、これから
学習する内容が、学校
や地域での自分たちの
生活とどう関わってい
るのかが示されてい
る。学習内容を自分や
実生活と結びつけなが
ら考えることができる
よう工夫されている。
（p.28,29）
○各時間の「課題をつ
かむ」で、中学生に
とって身近な話題を取
り上げることによっ
て、自分事として課題
意識を持つことができ
るよう工夫されてい
る。（p.38）

Ｐ

○各章扉では，小・
中・高それぞれの段階
での学習内容を示すこ
とで、系統性を重視
し、見通しが持てるよ
う工夫されている。
（p.42）
○小口の色分けイン
デックスにより、体育
編、保健編について、
どの学年でどの内容を
学習するのか視覚的に
理解でき、３年間の見
通しを持つことができ
るよう工夫されてい
る。

○各時間の冒頭に「学
習の目標」と「キー
ワード」が設けられて
おり、１時間の学習の
流れを見通すことがで
きるよう工夫されてい
る｡（p.46）
○「章のまとめ」で
は、問題だけでなく、
「振り返ろう」で各章
での学習を振り返り、
自己評価できるよう工
夫されている。
（p.68,69）

○キャラクターの吹き
出しによる課題解決に
つながる言葉かけに
よって、生徒が興味・
関心をもつとともに、
補足内容を理解しやす
いよう工夫されてい
る。（p.112,113）
○各ページには補充的
な内容や発展的な内容
が取り扱われている
「情報サプリ」が設け
てあり、学習内容への
興味・関心が高まるよ
う工夫されている。
（p.179）

○「探究しようよ！」
が章末に配置され、学
習内容をより掘り下
げ、発展的に学習でき
るよう工夫されてい
る。（p.102-104）
○各時間の「まとめ
る・深める」で話し合
いや記述、発表などの
対話的な活動が取り入
れられ、言語活動や協
働的な学びが促される
よう工夫されている。
（p.109,113）

○各章に学習内容に関
連する人物の名言や功
績、職業や資格などを
紹介し、学習内容と社
会との関連を実感でき
るようになっている。
（p.15,73,137）
○人間関係やストレス
への対処について、体
験的に身に付ける演習
が用意されており、具
体的な対応を身に付け
ることができるよう工
夫されている。
（p.57,67）

○教科書サイトを
利用して、専門サ
イトにつながり、
より詳しく、深い
学びができるよう
工夫されている。
（p.92,99）
○巻末にキーワー
ド別に内容がまと
められており、体
育編、保健編、他
教科等を横断的に
学ぶことができる
よう工夫されてい
る。（p.190,191）

○保健編の時間が少な
めに設定されており、
重点的な内容について
複数時間で扱うなど、
各校の実態に応じて学
習の計画が立てやすい
よう工夫されている。
（p.0もくじ）
○現代的な課題である
「がん教育」につい
て、「探究しよう
よ！」で取り上げ、重
点的に学習できるよう
工夫されている。
（p.102,103）

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

保健体育　No.２

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

○設計・計画の後に基
礎技能が集約され、必
要な時に調べやすいよ
うに爪が設けられてい
る。(p.50-67)
○技術分野で取り組む
問題解決について、そ
のプロセスや活動がガ
イダンスで示されてい
る。(p.14,15)

○単一の素材を用いた
題材例が多数示されて
おり、それぞれの題材
例は１ページにまとめ
られ、「私の工夫」と
して発展例が示されて
いる。(p.68-75)
○各内容の終末に「学
習のまとめ」が設けら
れ、大切な用語が示さ
れている。(p.86,87)

○各内容の冒頭に社
会・安全・環境・経済
といった技術を評価す
る観点やよりよく技術
を活用するための工夫
点が示してあり、学習
の導入時に興味・関心
を高める工夫がされて
いる。(p.18,19)
○各ページの下段に
「技術の工夫」コー
ナーを設けて豆知識を
載せ、学習意欲を高め
る工夫がされている。

○生活場面のイラスト
から日常生活を想起さ
せ、目的に応じた活用
方法を考えることで生
活の問題を発見し課題
を設定できるよう工夫
されている。（p.38）
○安全について巻頭で
触れるとともに、実習
を伴うページに「安
全」、「衛生」として
写真やイラストと共に
示されている。
(p.4,5,32,33)

○技術を評価する観点
に立って自分のできる
技術のよりよい活用法
を考えられるよう工夫
されている。
（p.78,79）
○巻末資料として「コ
ンピュータの基本操
作」、「プログラミン
グ手帳」が掲載されて
いる。(p.276-285,巻
末p.1-8)

○巻末に各内容で
扱う用語の解説が
まとめて書かれて
いる。(p.286-288)
○全内容の最後に
「技術分野の学習
を終えて」という
項目を設け、学習
内容を振り返り、
社会を支える技術
について個々の考
えを記入できるよ
う構成されてい
る。(p.272-275)

○見やすく読み間違え
にくいユニバーサルデ
ザインフォントが採用
されており、全体的に
淡いカラーが用いられ
ている。
○各内容の最後の「学
習のまとめ」により学
習全体の振り返りを
し、復習とその定着が
図られるよう工夫され
ている。

○題材例に沿って製作
過程を提示し、基礎技
能をハンドブックにも
まとめて説明してい
る。(p.50-69,別冊
p.2-12)
○技術分野で取り組む
問題解決について、
「問題を解決する工夫
を考えよう」として視
点が示されている。
(p.22,23)

○複数の素材を用いた
題材例が多数示されて
おり、１つの題材例に
ついて複数ページを割
き、それぞれに作業手
順を写真で示して説明
してある。(p.50-69)
○各内容の終末に「ま
とめ」が設けられ、評
価の観点ごとに示され
ている。(p.76,77)

○各内容の冒頭に関連
技術の写真や「技術の
発展例」が示してあ
り、学習の導入時に興
味・関心を高める工夫
がされている。(p.11)
○題材の中で、作業を
うまくこなすための
「ポイント」が示され
ている。
（p.29,32,33）

○問題を発見し、課題
を設定するために、身
近な問題例を示したイ
ラストを元に考える視
点が示されている
（p.37）
○安全について巻頭で
触れるとともに、実習
の前に複数ページを割
き「実習の安全な進め
方を知ろう」とまとめ
て示されている。
(p.4,5,24,25)

○より良い技術を活用
するために、プラス面
とマイナス面の視点で
考えるよう示されてい
る。(p.72,73)
○巻末資料として「先
輩からのメッセージ」
が掲載されている。
(p.284,285)

○別冊として各内
容での基礎技能に
ついてハンドブッ
クとしてまとめて
ある。(別冊)
○全内容の最後に
「夢をかなえる技
術」という章を設
け、複数の内容を
組み合わせた問題
解決例について示
されている。
（p.270-283）

○図や写真、イラス
ト、表の資料を多く用
いるとともに、本文中
に関係資料との関連を
色付けマーカーで目立
つように示されてい
る。
○各内容が「知識と技
能の習得」、「設計・
計画を踏まえた製作・
育成」、「評価し、活
用する」の同じ順で構
成されている。

Ｃ

Ａ

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

技術・家庭（技術分野）　No.１
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ｄ

○製作工程に沿って、
基礎技能を説明すると
ともに、「参考」で発
展的な内容が示されて
いる。(p.70,80)
○技術分野で取り組む
問題解決について、ガ
イダンスでプロセスを
示し、各内容で実際の
活動について章立てし
て示されている。
(p.6,7)

○単一の素材を用いた
実習例が多数示されて
おり、実習例ごとに問
題解決のプロセスが示
してある。(p.56-67)
○各内容の終末に「学
習のまとめ」が設けら
れ、大切な用語が示さ
れている。(p.92,93)

○各内容の冒頭に「技
術の歴史」、「小学校
との関連、中学校他教
科との関連」が示して
あり、学習の導入時に
興味・関心を高めるよ
う工夫されている。
(p.21)
○各ページの下段に
「豆知識」が設けてあ
り、学習意欲を高める
工夫がされている。

○問題を発見し、課題
を設定するために、身
近な生活、社会とのつ
ながりを意識したイラ
ストを元に考える視点
が示されている
（p.46,47）
○安全について巻頭で
触れるとともに、実習
を伴うページに「安
全」として留意点が示
されている。(p.3-
5,70)

○技術の最適化につい
て、概念図を通して自
分の取組を振り返るよ
う示されている。
（p.88,89）
○巻末資料として「コ
ンピュータの基本操
作、プログラミング」
が掲載されている。
(p.270-287)

○巻末資料として
「日本各地の伝統
的な技・材料・工
芸マップ」が掲載
されている。
(p.292-294)
○全内容の最後
に、「技術分野の
学習を振り返り、
～」という章を設
け、学習内容を振
り返ることができ
るよう構成されて
いる。(p.266-269)

○鮮明で色合いが濃い
図や表を多く用いると
ともに、吹き出しを設
けて視点が明確に示さ
れている。
○ページ右下に示され
た二次元コードを読み
込むことで関連した動
画を視聴でき、興味・
関心が高まるよう工夫
されている。（p.27）

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

技術・家庭（技術分野）　No.２

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ａ

〇内容は、Ｂ「衣食住
の生活」、Ｃ「消費生
活・環境」、Ａ「家
族・家庭生活」の順番
で構成されている。
○家庭分野の内容と小
学校での学習内容や他
教科との関連を、マー
クや写真、イラストを
用いて示している。
（p.168,174）

〇「生活の課題と実
践」では、さまざまな
成果物や発表例が示さ
れ、生徒が見通しを
もってまとめることが
できるよう工夫されて
いる。（p.272）
〇「まとめよう」、
「生活に生かそう」に
は、目標に対応して学
習のゴールの課題が示
され、ねらいに沿った
まとめができるよう工
夫されている。
（p.189,197）

○各時間の冒頭に「考
えてみよう」「調べて
みよう」「話し合って
みよう」「やってみよ
う」が示してあり、学
習の導入時に興味・関
心を喚起する工夫がさ
れている。
（p.22,24,28,30)
○「プロに聞く！」の
コラムや巻末資料「学
んだことを社会に生か
す」を設け、学習内容
と社会の関連が意識で
きるよう工夫されてい
る。（p.29,282,283）

〇教科書の２ページ目
に見開きで実習を安全
にするためのガイダン
スがあり、注意を喚起
している。
（p.2,3）
〇「学習のまとめ」で
は、「大切な用語」が
整理され、基礎的な知
識の定着が図られるよ
う配慮されている。
（p.208）

〇各内容が家族・家庭
のどのような機能と関
連しているかを問いか
ける挿絵があり、生活
の営みの機能を意識さ
せるよう工夫されてい
る。（p.158など）
〇巻末に「防災・減災
手帳」が付いており、
取りはずして学習後も
日常生活において活用
しやすいよう工夫され
ている。

〇二次元コード
は、各編の導入の
ページに掲載さ
れ、インターネッ
トを活用して学習
が進められるよう
工夫されている。
(p.107)
○調理実習例の手
順がすべて写真付
き６段階の横の流
れで記載され、調
理手順の計画や調
理上の変化の理解
がしやすくなって
いる。
(p.66,67,72,73)

○自立に必要な基礎
的・基本的な事項が確
実に身につくように、
実習場面では「これだ
けはできるようになろ
う！」としてチェック
リストが掲載されてい
る。(p.73)
〇「生活の課題と実
践」では、さまざまな
成果物や発表例が示さ
れ、生徒が見通しを
もってまとめることが
できるよう工夫されて
いる。（p.272）

Ｃ

〇内容は、Ａ「家族・
家庭生活」、Ｂ「衣食
住の生活」、Ｃ「消費
生活・環境」の順番で
構成されている。
〇各章のはじめには、
「自立度チェック」が
あり、生徒が自分自身
の生活の自立度をふり
返ることを通して、生
活を見つめることがで
きるよう配慮されてい
る。（p.239）

〇「生活の課題と実
践」では、生活の中か
ら問題を発見し、課題
を設定する過程の具体
例が詳しく示され、生
徒が主体的に課題を設
定できるよう工夫され
ている。（p.284-
291）
〇学習の終わりに「ふ
り返る」場面を設定
し、めあてに沿って
Ａ、Ｂ、Ｃの３段階自
己評価とともに「私の
学び」として自分の言
葉で学んだことを振り
返ることができるよう
に工夫されている。
（p.31）

○中学生に馴染み深い
アニメ作品などを取り
上げ、興味を持って学
習ができるよう工夫さ
れている。
（p.12,13）
○調理や製作につい
て、１つの実習題材例
をアレンジした実習
例・作品例が複数掲載
され、学習意欲を喚起
する工夫がされてい
る。
(p.125,127,200,201)

〇「実習は安全に取り
組もう！」では、実習
中のイラストから生徒
が危険な行為を考えら
れるよう工夫されてい
る。（p.7）
〇「学習のふり返り」
では、学習内容の確認
に加え、これからの生
活の中で続けていけそ
うなことを考える項目
もあり、家庭生活での
実践が続くよう配慮さ
れている。（p.280）

〇章の終わりには、学
習を生かして自分の課
題に取り組む学習活動
が紹介され、学んだこ
とを実生活に生かすこ
とができるよう工夫さ
れている。
（p.66,67）
〇巻頭の口絵には、年
中行事と食事が写真と
イラストで掲載され、
伝統的な文化と食生活
の関連が意識されるよ
う工夫されている。
（口絵3-7,p.1）

〇二次元コードが
複数設けられてお
り、インターネッ
トを活用した参考
資料が示されてい
る。(p.169)
○料理の失敗例を
掲載し、その理由
を問うことで、思
考力を高めるよう
工夫されている。
（p.125,127）

〇身に付けた知識・技
能を活用することがで
きるよう、調理実習の
場面では「私のアレン
ジ」として様々な活用
例を紹介している。
(p.124,125)
〇「生活の課題と実
践」では、生活の中か
ら問題を発見し、課題
を設定する過程の具体
例が詳しく示され、生
徒が主体的に課題を設
定できるよう工夫され
ている。（p.284-
291）

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料
技術・家庭（家庭分野）　No.１
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ｄ

〇内容は、Ａ「家族・
家庭生活」、Ｂ「衣食
住の生活」、Ｃ「消費
生活・環境」の順番で
構成されている。
〇各内容のはじまりに
は、「小学校での学
び」を設け、系統性を
意識することができる
よう配慮されている。
（p.72）

〇「生活の課題と実
践」では、生活を見つ
めることから課題設定
をする過程が具体的に
紹介されており、生徒
が主体的に課題を設定
することができるよう
配慮されている。
（p.266-277）
〇「ふり返り」の欄で
は、知識が生きて働く
ものとして定着するよ
うに、学んだことを基
に自分の言葉で説明す
るよう工夫されてい
る。（p.173）

〇ページの右上に学習
内容に関わる写真とそ
の名称等が載せられ、
生徒が興味・関心をも
つことができるよう工
夫されている。（各
ページ右上）
〇「わたしの興味・関
心」では、学習前や学
習後の興味・関心を記
録する欄があり、生徒
が興味・関心を自覚で
きるよう工夫されてい
る。（p.70,71）

○実習を行う際、特に
注意を促すところには
「安全マーク」「衛生
マーク」をつけたり、
調理実習例に食物アレ
ルギーについての情報
を載せたりしている。
（p.107,111,113)
〇「学習のまとめ」で
は、自分ならどうする
か考える項目があり、
学んだことを実生活で
生かすことができるよ
う工夫されている。
（p.265）

〇他教科と関連がある
内容では、ページの右
上に関連する教科名と
内容が示されており、
他教科との関連を意識
して学習が進められる
よう工夫されている。
（p.131）
〇各章に「生活にいか
そう」を設け、学んだ
ことを生活場面でどの
ように生かすかを具体
的に考えるテーマが設
定されている。
（p.221）

○実習・製作の
ページには二次元
コードが掲載され
ており、インター
ネットを通じて関
連する情報がすぐ
に見られるよう工
夫されている。
（p.169）
○食物アレルギー
物質を含む食材に
ついての情報が、
調理実習例に具体
的に記載されてい
る。
（p.102,103,116-
118,120,121）

〇科学的根拠に基づい
て理解できるように、
調理実習の場面では
「豆知識」や「調理方
法Ｑ＆Ａ」でなぜそう
するのか解説してい
る。(p.116,117)
〇「生活の課題と実
践」では、生活を見つ
めることから課題設定
をする過程が具体的に
紹介されており、生徒
が主体的に課題を設定
することができるよう
配慮されている。
（p.266-277）
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ａ

〇各学年の教科書は、
１年11Unit（167ペー
ジ）、２年７Unit
（159ページ）、３年
６Unit（155ページ）
で構成されている。
○学年に応じ130～509
語の計８つの読み物教
材があり、図表も合わ
せて必要な情報を読み
取るものや人物の心情
を読みとるものなど、
目的に応じた読み方が
指導できるよう工夫さ
れている。
(1年p.98,2年p.100,
3年p.110)

〇４技能を使いながら
段階的に新出表現を習
得するUnitと、学んだ
ことを活かして複数の
技能を総合的に活用し
表現するStage
Activityから構成され
ている。（2年
p.106,109,114,118,
119)
○１年の教科書では小
学校の内容を復習しな
がら中学校の学習へと
つなぐ工夫がされてい
る。
(1年p.4－56)

○題材に現在の社会に
大きな影響を及ぼした
偉人の直筆メッセージ
やスピーチの要約等を
取り上げ、生徒の興
味・関心を高める内容
となっている。
(3年p.55,110-113)
○学習した題材に関連
する情報を紹介する
「コラム」や「一言メ
モ」が随所にあり、生
徒が文化や歴史、社会
問題等にも目を向けら
れるよう工夫されてい
る。
(3年p.24,25)

○各ページの新出語句
の下に小学校の学習で
ふれた単語が掲載され
るとともに、巻末には
一覧表もあり、小中の
学びの接続に配慮がさ
れている。
(2年p.110,134-137)
○各学年３、４回の
「学び方コーナー」で
単語の覚え方や英語学
習法に関するアドバイ
スが掲載されており、
生徒が自ら学習を進め
ることができるよう工
夫されている。
(2年p.33,3年p.114)

○家庭科、理科、社会
科の知識を併用して取
り組む「Learning ～
in English」や、俳句
をテーマとした単元を
設定するなど、教科横
断的な学びができるよ
う工夫してある。
(2年p.19,3年p.19,32)
○目的や場面に合わせ
て各技能を活用する
Let'sシリーズで、日
常生活に即した英語表
現の習得ができるよう
工夫されている。
(3年p.29)

○二次元コードに
より、本文の音声
や映像など複数の
デジタル教材につ
ながっている。各
単元のPreviewで
は、コミュニケー
ションの目的、場
面、状況を確認で
きるよう工夫され
ている。
(1年p.58)
○第２線と第３線
の幅をやや広げ
て、文字の書きや
すさに配慮されて
いる。(1年p.13)

○小学校で学習した単
語のリストや他教科と
関連付けた教材など、
Ａ３サイズの大きな紙
面を使って多岐にわた
る配慮されている。
○４技能５領域を統合
的に扱い、Unitの学習
が定着しているか確か
めるStage Activityを
はじめ、各活動には、
丁寧な指示や例があ
り、生徒が取り組みや
すくなるよう工夫され
ている。

Ｄ

○各学年の教科書は、
１年10PROGRAM（159
ページ）、２年８
PROGRAM（159ページ）
、３年７PROGRAM（151
ページ）で構成されて
いる。
○２、３年用に230～
348語の計５つの読み
物教材があり、イソッ
プ寓話、国語科で扱わ
れている物語や人物の
信条についての話が扱
われている。
(2年p.44,3年p.100)

○本文内容を自分の言
葉で再話するRetell、
自己表現活動Interact
等が毎単元に、また総
合的な力を試す活動
Our Projectが年間
２、３回設定されてい
る。
(2年p.75,76,79-83)
○１年生の入門期に小
学校の既習事項を使っ
て新しい友達とやり取
りできるGet Ready
と、英語の文字と音が
復習できるPROGRAM０
が設定されている。
(1年p.7-19)

○各PROGRAMの冒頭
に、新出表現の使用場
面を２コマ漫画で分か
りやすくまとめた
Scenesがある。
(2年p.8)
○各PROGRAMの扉には､
題材に関係するページ
一面の写真、内容を想
起する問い、単元の目
標が掲載されており、
生徒が見通しをもって
学習をスタートできる
よう工夫されている。
(2年p.89)

○単元末に本文の内容
を自分の言葉で再話す
るRetellが設定されて
おり、生徒の発信力向
上と既習事項の定着を
促す工夫がされてい
る。
(1年p.109)
○各単元の本文ページ
下に音読練習回数の
チェック欄が設けてあ
り、生徒が自分の取組
を振り返りながら主体
的に学習できるよう配
慮されている。
(1年p.24)

○睡眠や世界の子ども
たちの生活環境など、
各単元に社会問題を反
映した幅広いテーマが
あり、生徒が世の中の
問題について考える契
機となるよう配慮され
ている。
(1年p.69,3年p.19,68)
○日常生活の様々な場
面を想定したPower-Up
では複数の技能を合わ
せた活動が設定してあ
り、実践的に英語を活
用できるよう工夫され
ている。
(1年p.130,3年p.28)

○二次元コードに
より、本文の音声
や映像など複数の
デジタル教材につ
ながっている。
(1年p.23)
○各学年巻末資料
としてアクション
カードがあり、一
般動詞の定着のた
めに活用できるよ
う工夫されてい
る。

○各単元に国際問題や
平和など様々な分野の
テーマを設定したり、
単元の導入に２コマ漫
画を用いたりするな
ど、生徒が興味をもっ
て学習できるよう配慮
されている。
○Our Projectでは、
生徒が相互に協力しな
がら習得した技能を
使って総合的な言語活
動に取り組めるよう、
４ページに渡って丁寧
な指示や例が掲載され
ている。
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ｆ

〇各学年の教科書は、
１年８Lesson（147
ページ、付録36ペー
ジ）、２年７Lesson
（125ページ、付録50
ページ）、３年７
Lesson（129ページ、
付録54ページ）で構成
されている。
○学年に応じて198～
473語の計６つの読み
物教材があり、日本の
とんち話や欧州でベス
トセラーとなった作品
など、時代をこえて読
まれている名作が多く
掲載されている。
（2年p.66,3年p.64)

○各単元は基礎を身に
付けるGetと活用する
Useの二部構成で、２
、３単元を終えると複
数の技能を合わせた活
動Projectが各学年３
回ずつ設定されてい
る。(2年p.72-77,78-
81,88-90)
○１年生の入門期に、
英語の文字と音や身近
な単語等を復習できる
Starterや、Lesson内
にも小学校時に学習し
た単語の表示があり、
小中の学びがつながる
よう工夫されている。
(1年p.8-13,17)

○全学年の各Lessonの
扉に、題材に関係する
写真と発問が２問ずつ
掲載されており、導入
から生徒を学習内容に
引き込む工夫がされて
いる。
(3年p.69,87)
〇「READING FOR FUN｣
では、世界の名作を原
作とした物語を扱い、
内容を楽しみながら読
む力が高まるよう工夫
されている。
(1年p.144,2年p.122)

○各学年USE Readに
は、必要な情報を読み
とる、概要を捉える、
要点を捉えるなど、目
的に応じた読み方がで
きるように複数の活動
が設定されている。
(3年p.77,95)
○辞書の引き方や単語
の覚え方、授業外での
英語学習法など、生徒
が自分で学習を進める
ためのアドバイスFor
Self-studyが各学年に
１、２回設けられてい
る。
(2年p.38,3年p.34)

○車椅子バスケットや
公民権運動の歴史、社
会への主体的な参画、
平和、日本及び他国の
文化など生徒の人間性
を涵養する題材が多く
配置されている。
(1年p.113,3年p.69)
○日常生活で役に立つ
英語をまとめた「会話
表現」のページには、
場面や目的に応じた表
現が分かりやすくまと
められている。
(1年付録p.30-32)

○二次元コードに
より、音声や映像
など複数のデジタ
ル教材につながっ
ている。また付録
に発音や読み物教
材の補足映像など
もある。(1年p.17,
2年付録p.3）
〇ジャンル毎の
ワードリストや、
つづりと発音のつ
ながりに関する資
料など表現活動に
役立つ資料が付録
に掲載されている｡
(2年付録p.11-20）

○幅広いテーマの本文
と世界の名作がそろっ
た読み物教材に加え、
世界の偉人たちが残し
たメッセージが数多く
掲載され、生徒が興味
をもって学習できる工
夫がされている。
○学期１回のProject
で各技能・領域をバラ
ンスよく育成できるよ
う工夫されている。特
に聞き手に伝わる効果
的な朗読やスピーチの
方法など、発信力が伸
びるよう工夫されてい
る｡
(3年p.32)

Ｇ

〇各学年の教科書は、
１年９Lesson（163
ページ）、２年９
Lesson（167ページ）､
３年７Lesson（167ペ
ージ）で構成されてい
る。
○学年に応じて201～
496語の計８つの読み
物教材があり、１年生
にはユーモアのある比
較的短い話が、２、３
年生には偉人の生い立
ちや信条についての長
文が掲載されている。
(1年p.98,2年p.118)

○各単元の多くに本文
の内容要約、複数の技
能を合わせた活動、文
法整理が設定されてい
る。また、Projectと
してプレゼンテーショ
ンの活動が年２、３回
設定されている。
(2年p.112-115)
○小学校の学習内容を
復習できるSpring
boardに加え、Lesson
１～３には小学校での
既習事項に関連した活
動が設定され、小中の
学びを接続する構成と
なっている。
(1年p.4-9,12-19)

○全学年とも、表紙裏
の見開き一面に色鮮や
かな写真が「What a
Wonderful World! ど
のレッスンに関連する
のかな？」という言葉
と共に掲載され、生徒
の興味を引くよう工夫
されている。
○題材として海外だけ
でなく日本の都道府県
も複数取り上げられ、
より身近な地域の社会
問題等を考えることが
できるよう工夫されて
いる。
(2年p.4-7,3年p.4-7,
21-27)

○即興で話す活動に役
立つ表現集Activities
Plusが各学年の巻末に
あり、授業の帯活動等
で活用できるよう工夫
されている。
（1年p.133-141,2年
p.129-139,３年p.121-
131）
○効果的な英語学習の
方法が先輩からのアド
バイスという形で掲載
されたHow to Studyが
各学年１回ずつあり、
生徒の主体的な学びを
支援する工夫がされて
いる。(1年p.50,2年
p.30,3年p.68)

○食品ロスや慈善活動
などの社会問題や環
境、福祉、情報、平和
等を単元のテーマと
し、英語学習を通して
生徒が社会に目を向け
られるよう配慮されて
いる。(2年p.82,83,
3年p.82,83)
○Tipsでは場面や目的
に応じた技能を試す活
動や、よりよく会話を
するためのポイントを
探る活動など、実際に
英語が使えるよう工夫
されている。
(1年p.60,2年p.60,3年
p.18,20)

○二次元コードに
より、本文の音声
などのデジタル教
材につながってい
る。
(1年p.23)
〇各学年巻末資料
にはTipsや
Activities Plusで
活用できる単語や
フレーズのカード
が付いている。

○世界的な社会問題か
ら日本の地方における
話題まで、各単元で幅
広いテーマが設定さ
れ、生徒の視野を広げ
興味をもって学習でき
るよう配慮されてい
る。
〇巻末に３学年分の
「Can-Do自己チェック
リスト」を掲載し、５
領域ごとに到達目標や
関連個所を示し、目標
や課題を確認できるよ
うになっている。
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
 　　配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科及び実生
　　　活との関連につ
　　　いての工夫

　６　その他

Ｉ

〇各学年の教科書は、
全学年８Unit（175
ページ）で構成されて
いる。
○学年に応じて52～
517語の計８つの読み
物教材があり、特に
２、３年生に400～500
語の分量と時事を反映
した話題から自分の考
えを深められる話が配
置されている。
（3年p.98）

〇各Unitは「扉」「
Part１～３」「Goal」
が基本構成であり、
２、３Unit毎に「You
Can Do It !」として
複数の技能を合わせた
活動が設定され技能を
バランスよく伸ばす工
夫がされている。
（2年p.48,49)
○１年生のはじめに、
小学校の内容を復習す
るLet's Be Friends!
と、学習の方法がまと
められた「英語の学び
方ガイド」が設定され
ている。(1年p.6-24,
26,27)

○「Let's Read」では
世界のトップを走り続
ける日本人アスリート
へのインタビューが掲
載され、中学生への
メッセージも含まれて
おり、生徒の興味・関
心を高める内容となっ
ている。(2年p.86-89)
〇各Unitのストーリー
は、登場人物が様々な
体験や交流を通して成
長していく、共感しや
すい内容であり、生徒
が興味をもって読める
よう工夫されている。

○即興でやりとりする
際に使える表現がまと
められたLet's Talkが
各学年で掲載されてお
り、授業の帯活動等で
活用できるよう配慮さ
れている。(1年p.144
次,2年p.136次,3年
p.120次)
○各学年のはじめに
「英語の学び方ガイ
ド」、要所に「Your
Coach」があり、学習
上のポイントやこつな
どがまとめられてお
り、生徒の主体的な学
びを支える工夫があ
る。(2年p.6,7,118)

○ＡＩや防災など、
様々な社会的な話題を
テーマにした単元があ
り、英語学習を通して
生徒が喫緊の社会問題
について考えることが
できるよう工夫されて
いる。(3年p.51,2年
p.63)
○日常生活の場面で役
に立つ表現に特化した
Daily Lifeには、目的
に応じた用途で各技能
を高める諸活動が準備
されている。(1年
p.95,129,2年p.72)

○二次元コードに
より、本文の音声
や映像など複数の
デジタル教材につ
ながっている。
(1年p.31)
〇巻末に「Active
Words」として、
様々なジャンルの
単語や場面毎に使
えるフレーズがま
とめられている。
（1年p.145-)

○時事を反映した単元
テーマや読み物教材、
各単元の話を予測した
り大まかな内容をつか
んだりする導入活動な
ど、生徒が興味をもっ
て主体的に学習できる
よう工夫されている。
〇World Tourとして、
本編の内容とは別に、
海外の文化に触れ視野
を広げられるような機
会が設けられている。
（2年p.46,47)

Ｌ

〇各学年の教科書は、
１年10Unit（151ペー
ジ）、２年８Unit
（159ページ）、３年
６Unit(143ページ)で
構成されている。
○学年に応じて98～
463語の計５つの読み
物教材があり、１年生
にはユーモアのあるも
のが、２、３年生には
人物の心情や信念を読
み取るものがそろえら
れている。
(1年p.120,3年p.100)

○各Unit末にテーマに
沿った自己表現活動と
本文内容の補足資料が
ある。また、年間２、
３回、複数の技能を合
わせた活動Projectに
取り組めるようになっ
ている。
(2年p.82,83,88,89)
○１年生のはじめに、
小学校の学習内容の振
り返りや、小学校の思
い出と中学校でしたい
ことを発表し合う活動
が含まれるLet's
Start が設定されてい
る。
(1年p.8-21)

〇Unit末にMore
Informationとして、
Unitで扱った内容に対
する補足情報や追加情
報を紹介し、生徒の興
味・関心が高まるよう
工夫されている。
(3年p.17,59)
〇全学年とも、表紙裏
の見開き一面に各単元
の学習テーマと関連す
る写真及び、教科書で
扱う国と地域が示され
た世界地図が掲載さ
れ、生徒の学習意欲が
高まるよう工夫されて
いる。
(全学年 表紙裏側)

○２、３年生では、
Unit末にテーマに沿っ
た短い文章を作り、グ
ループ等で発表し合う
活動Express Yourself
があり、生徒の表現力
や発信力が高まるよう
工夫されている。
(2年p.16,3年p.16)
○要所に「Targetのま
とめ」があり、新出文
法事項のまとめと練習
問題が掲載されてお
り、生徒が自ら学習を
振り返ることができる
よう配慮されている。
(3年p.30)

○動物との共生や地方
の地域活性策など、
様々な社会的な話題を
テーマにしたUnitが複
数あり、生徒が身近な
社会問題について考え
を深められるよう工夫
されている。
(3年p.19,p.75)
○「こんなときどう言
うの？」や「数の読み
方」など、日常会話で
よく使う英語表現が分
りやすくコンパクトに
まとめられている。
(2年p.6,3年p.6,118)

○二次元コードに
より、本文の音声
や映像など複数の
デジタル教材につ
ながっている。
(1年p.4)
〇巻末付録に発音
とつづりのルール
が解説されてい
る。
（1年p.126,2年
p130,3年p113）

○将来の夢や身近な地
域の活動が題材として
取り上げられ、内容を
より自分のこととして
捉えられるよう工夫さ
れている。
〇題材として漫画やア
ニメなど生徒が取り組
みやすい内容や、地域
の活性化や海外の文化
など、身の回りの社会
や国際社会に目を向け
られるような内容を
扱っている。

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

英語　No.３

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

34



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
     配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科等及び実
      生活との関連に
      ついての工夫

　６　その他

Ａ

○35時間分の教材と５
時間分の付録教材、合
計40時間分の教材が用
意されている。１年生
では、小学校の教材
「橋の上のおおかみ」
が掲載されている。
(1年p.180)
○全学年の巻頭折込
ページで、授業の流れ
や話し合いの手引きが
示され、学習活動をイ
メージしやすいよう工
夫されている。

○教材の冒頭に、ねら
いとなる内容項目に関
連したテーマを示して
おり、見通しをもって
学習できるよう工夫さ
れている。
(2年p.118）
○全学年に２時間扱い
の問題解決的な学習が
設定されており、問題
を発見し、教材を読ん
だりグループで話し
合ったりする中で考え
を深められるよう工夫
されている。
(1年p.86-91）

○教材の冒頭に、テー
マに関連のある漫画の
コマや登場人物の絵を
掲載し、興味・関心を
高めるとともに、学習
のイメージをもてるよ
う工夫されている。
（1年p.16)
○全学年「Action!」
が設定されており、役
割演技や体験的な学習
をとおして、考えを深
められるよう工夫され
ている。
(1年p.104,105)

○全学年で生命やいじ
めを考えるユニットが
あり、それぞれ３時間
の授業で重点的に学習
できる構成となってい
る。３年生では生命倫
理についても取り扱っ
ており、発達段階を考
慮した内容が設定され
ている。
(3年p.71-81)
○全学年で「情報モラ
ルと友情」をテーマに
した教材を扱い、現代
的な課題について考え
を深めることができる
よう工夫されている。
(3年p.102)

○教材の冒頭ページ下
に関連のある教科等を
示すマークが示され、
各教科等の学びを意識
できるよう配慮されて
いる。
(2年p.68)
○全学年の巻末付録に
「テーマで振り返ろ
う」が設けられ、道徳
科と各教育活動との関
連を捉えやすくしてあ
る。
(3年p.192)

○AB版サイズのゆ
とりのある紙面と
なっている。
○思考を可視化し
話合い活動を活発
にするための授業
支援ツール（心情
円、ホワイトボー
ド用紙）が巻末付
録に用意されてい
る。

○各教材末の「考えよ
う」「自分を見つめよ
う」では、それぞれに
１つずつ問いが設定さ
れており、教材の内容
と実生活の両面から思
考を深められるよう工
夫されている。
○生徒が感想や意見を
記入できるよう、各教
材に「つぶやき」の欄
が設定されている。ま
た、巻末には切り取り
可能な学期ごとの振り
返りのページが用意さ
れている。

Ｇ

○30時間分の教材と５
時間分の補充教材、合
計35時間分の教材が用
意されている。
○全学年の巻頭オリエ
ンテーションページで
は、何をどのように学
んでいくのかが順を
追って具体的に示さ
れ、学習の流れを捉え
やすいよう工夫されて
いる。
(2年p.4)

○教材名の下に、導入
となる問いが示され、
教材を通してどんなこ
とを考えていくのか意
識付けられるよう工夫
されている。
(1年p.34)
○全学年で「やってみ
よう」が設定されてお
り、役割演技をした
り、日常の体験を話し
合ったりする活動が示
されている。
(2年p.68)

○集団生活を考える
「けやき中」シリーズ
や、友情を考える「雅
司、由紀、美佐」シ
リーズの教材が３年間
にわたり掲載されてお
り、同世代の主人公を
とおして自分自身を見
つめられるよう工夫さ
れている。
(1年p.94-99)
○「ハゲワシと少女」
では、インパクトのあ
る写真を掲載すること
で、生徒の興味・関心
を高めるよう工夫され
ている。
(3年p.56)

○「いじめや差別のな
い社会」「生命の尊
さ」について複数の教
材やコラムを組み合わ
せたユニットが設定さ
れ、重層的に考えられ
るようになっている。
○情報モラルについて
考える教材を学年の発
達段階に応じて系統的
に扱っており、学びを
積み重ねていくことが
できるよう工夫されて
いる。
(2年p.70)

○日本の伝統文化とし
て、１年「落語」、２
年「狂言」、３年「将
棋」が取り上げられて
おり、国語科や音楽科
と関連させながら、母
国への誇りをもつこと
ができるよう工夫され
ている。
(1年p.162)
○「裁判員制度を考え
る」は、社会科の学習
と関連付けて学習を深
めることができるよう
工夫されている。
(3年p.92-95)

○全学年巻末に
「都道府県にゆか
りのある人物と、
その言葉」が掲載
されており、郷土
についての理解を
深めることができ
るよう工夫されて
いる。
(2年p.184)
○１年前半の教材
(1～10)では文字を
大きくし、中学校
の学習に段階的に
スムーズに取り組
むことができるよ
う工夫されてい
る。

○各教材末の「学びの
道しるべ」には３つの
問いが示されており、
思考を広げたり深めた
りできるよう工夫され
ている。
○巻末に１時間ごとの
学習を記録する欄、学
期末・学年末に学びを
振り返る切り取り可能
なページが用意されて
いる。

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

特別の教科  道徳　No.１

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
     配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科等及び実
      生活との関連に
      ついての工夫

　６　その他

Ｉ

○31時間分の教材と４
時間分の付録教材、合
計35時間分の教材が用
意されている。
○授業開きとして、
「道徳の授業を始めよ
う！」が、振り返りと
して、「道徳の学びを
振り返ろう」が設定さ
れている。
(1年p.6,160)

○年間を３つのシーズ
ンに区切って学びの
テーマが設定されてい
る。各シーズンは学び
のテーマに応じて複数
の教材を組み合わせた
ユニットで構成されて
おり、１時間の学びが
単独ではなく次の教材
での学びへと結びつく
よう構成されている。
○教材名の横に内容項
目のキーワードを示
し、見通しをもって学
習できるよう工夫され
ている。

○全学年でヨシタケシ
ンスケさんの絵本「な
んだろうなんだろう」
や、有名人直筆のメッ
セージを掲載し、生徒
の興味を引く工夫がさ
れている。
(1年p.80,81,182,183)
○各学年に１教材ずつ
の「見方を変えて」で
は、役割演技を取り入
れた活動が示され、生
徒が実感をもって考え
を深められるよう工夫
されている。
(2年p.25)

○「いじめ問題」と
「情報モラル」につい
て取り扱う「深めたい
む」を全学年に設定
し、身近な生活場面や
自分の経験と重ねて考
えられるよう工夫され
ている。
(3年p.77-81)
○全学年に「人と人と
の関係づくり」を設定
し、他者とよりよく関
わるスキルを学ぶこと
ができるよう工夫され
ている。
(2年p.26,27)

○各教材の「つなげよ
う」では、他の教材、
他教科、日常生活との
関連、図書の紹介等が
掲載され、道徳科の学
びが広げられるよう工
夫されている。
(1年p.58)
○巻末の「教材別テー
マ一覧」「この教科書
が目ざした１年生の
姿」により、道徳科と
現代的な課題や各教科
等との関わりを捉えら
れるようになってい
る。
(1年p.180,181,184)

○各学年の付録で
は、日本各地の玩
具や世界遺産、先
駆者が紹介されて
おり、郷土につい
ての理解を深める
工夫がされてい
る。
(2年p.185-187)
○全学年で、巻末
付録に小学校の教
材が掲載されてい
る。

○各教材末の「考えよ
う」では、教材を通し
て何を学ぶのか意識で
きるように、めあてが
示され、２つの問いが
用意されている。「見
方を変えて」や「つな
げよう」の問いもあ
り、多面的・多角的に
考えたり、日常生活に
つなげたりする工夫が
されている。
○巻末にはシーズンご
とに振り返りができる
切り取り可能なページ
が用意されている。

Ｏ

○35時間分の教材が内
容項目のバランスを考
えて配列されている。
○巻頭のオリエンテー
ションのページには、
道徳科の学習意義や内
容、学び方やテーマが
掲載され、授業の流れ
や１年間の見通しを捉
えやすいよう工夫され
ている。
(2年p.2-5)

○教材名の上に主題名
を示したり、教材名の
下に登場人物の写真や
絵を掲載したりするこ
とで、生徒の興味・関
心を高めるとともに、
学習の見通しを捉えや
すくなるよう工夫され
ている。
(3年p.27)
○「学習を深めるヒン
ト」では、学習形態や
効果的な議論の方法な
ど、学びを深めるため
の具体的な手立てが示
されている。
(3年p.19)

○各学年の６つの教材
に付随した「学習の進
め方」では、問題解決
的な学習や体験的な学
習の方法、活動例が示
され、学習過程をイメ
ージできるよう工夫さ
れている。
(1年p.26,27)
○「プラットホーム」
「参考」「私の生き
方」というコラムが適
宜配置され、興味・関
心を引くとともに、教
材の理解を助けるもの
になっている。
(2年p.119)

○複数の教材とコラム
を組み合わせたユニッ
ト「『いじめ』と向き
合う」が年間に複数配
置され、集中的かつ継
続的に考えられるよう
工夫されている。
(1年p.28-49)
○複数の教材とコラム
を組み合わせたユニッ
ト「よりよい社会と私
たち」が年間に複数配
置され、社会への参画
や将来の生き方につい
て多面的・多角的に考
えられるよう工夫され
ている。
(1年p.56-71)

○職場体験学習に関連
した教材やコラムが複
数掲載されるなど、体
験活動を生かした授業
が展開できるよう工夫
されている。
(2年p.98-109)
○「内容項目別一覧」
に各教科等との関連が
示されており、道徳科
と他教科とのつながり
を意識した指導ができ
るよう工夫されてい
る。
(3年巻末)

○１年間の学校行
事や生徒の発達段
階を踏まえて、適
切な時期に適切な
教材を扱うことが
できるように構成
されている。
○別冊「道徳ノー
ト」では、保護者
記入欄も設定され
ており、生徒の成
長を学校と家庭と
で共有できるよう
工夫されている。

○各教材末の「考えて
みよう」には、ねらい
に迫る問いが示されて
いる。さらに「自分に
＋１」の問いを用い
て、自分事として考え
ることができるよう工
夫されている。
(2年p.95)
○別冊「道徳ノート」
は教科書本冊に対応し
ており、発問や自分の
考え、振り返りの記入
欄があり、１ページに
１時間の学びを記録す
るようになっている。

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

特別の教科  道徳　No.２

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
     配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科等及び実
      生活との関連に
      ついての工夫

　６　その他

Ｐ

○35時間分の教材が内
容項目のバランスを考
えて配列されている。
○巻頭「新しい扉を開
く」で、道徳科で学ぶ
ことや考えることを示
したり、考えを深める
ステップを示したりす
ることで、学習の流れ
をイメージしやすいよ
う工夫されている。
(1年p.2,3)

○教材に主題名が示さ
れていないことで、自
ら課題を見つけ考える
ことができるよう工夫
されている。
○ユニット学習として
「地球と地域の未来の
ために」「夢に向かっ
て共に輝く」の２つが
用意されており、持続
可能な社会や自己の生
き方について多面的・
多角的に考えられるよ
う工夫されている。
(1年p.74-85)

○教材名の下にキーフ
レーズを入れること
で、生徒が教材に興
味・関心を寄せること
ができるよう工夫され
ている。
(3年p.10)
○「ブラック・ジャッ
クふたりの黒い医者」
では、著名な漫画家の
作品を教材として取り
上げており、生徒の興
味・関心を高めるよう
工夫されている。
(2年p.94)

○全学年で「生命尊
重」と「いじめ防止」
を重点テーマとしてお
り、特に生命尊重に関
わる教材に「いのち」
のマークをつけ、重点
的に指導できるように
している。
(1年p.24-27,2年p.98-
109)
○「金色の稲穂」は大
田市立北三瓶中学校で
の出来事を取り上げた
ものであり、感謝する
ことについて考えを深
めることができる教材
となっている。
(1年p.90-95)

○「クローズアッププ
ラス」では、「生命尊
重」「いじめ防止」に
つながる３つのテーマ
「自己肯定感」「メン
タルトレーニング」
「アンガーマネジメン
ト」を扱い、実生活へ
生かしていけるよう工
夫されている。
(3年p.41,55,161)
○巻頭「さまざまな
テーマで学ぼう」で、
各教材とテーマとの関
連が分かるよう工夫さ
れている。
(2年p.8)

○AB版サイズのゆ
とりのある紙面と
なっている。
○生徒が気付いた
ことや考えを記入
できるよう、各教
材に「メモ欄」が
設定されている。

○各教材末の「考えよ
う」では、ねらいに迫
る問いが２つ用意され
ている。また、「深め
よう」では、教材をも
とに自分の考えを深
め、広げることができ
るよう工夫されてい
る。
(1年p.14,15)
○巻頭「マイプロ
フィール」、巻末「心
の四季」「学びの記
録」により、１年間の
成長を確かめられるよ
う配慮されている。
(3年p.186-195)

Ｔ

○35時間分の教材が内
容項目のバランスを考
えて配列されている。
○別冊「中学生の道徳
ノート」の前半に、各
内容項目に関連した資
料が１ページずつ掲載
され、本冊と合わせて
活用することができる
よう工夫されている。

○１つの教材に対して
複数の内容項目を設定
している教材があり、
学校や生徒の実態に応
じて指導できるよう工
夫されている。
(1年p.180)
○教材末の「学習の手
がかり」に、主題名や
内容項目が示されてい
る教材もあり、見通し
をもって学習できるよ
う工夫されている。
(3年p.127)

○各教材の最後に先人
や現在活躍している著
名人の言葉が掲載さ
れ、生徒の興味・関心
が高まるよう工夫され
ている。
(2年p.47)
○全学年で、友情を
テーマにした真一と夏
樹が登場する「アイ
ツ」シリーズが掲載さ
れ、生徒が自分の成長
と重ねて学習できるよ
う工夫されている。
(1年p.24-28)

○全学年で「生命尊
重」と「いじめ防止・
人権尊重」を重点的に
扱える構成となってお
り、多面的・多角的に
考えられるよう工夫さ
れている。
(3年p.160)
○全学年の巻末に、
「いじめ防止」「情報
モラル」「現代的な課
題」の特集が設定さ
れ、教材と合わせて活
用できるよう工夫され
ている。
(2年p.158-163)

○巻末の「内容一覧」
には、各教材と他教科
や現代的な課題等との
関わりが示され、道徳
科との関連を図ること
ができるよう配慮され
ている。
(1年p.180)
○教材と合わせて活用
できる資料ページ
「thinking」が各学年
３つずつ掲載され、多
面的・多角的に考えら
れるよう工夫されてい
る。
(2年p.157)

○AB版サイズのゆ
とりのある紙面と
なっている。
○１年では教材文
の文字を大きく
し、中学校の学習
に段階的にスムー
ズに取り組むこと
ができるよう工夫
されている。

○各教材末の「考え
る・話し合う」では、
めあてや教材に関わる
問いとともに、考えを
広げ、深める視点が示
されており、学びを深
めることができるよう
工夫されている。
(1年p.14)
○別冊ノートには、１
時間の学習記録、心に
残った授業、学期・年
間の振り返りを記入す
る欄があり、成長を確
認できるよう工夫され
ている。

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

特別の教科  道徳　No.３

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　題材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心への
     配慮等

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　各教科等及び実
      生活との関連に
      ついての工夫

　６　その他

Ｕ

○37時間分の教材が学
習指導要領の内容項目
順に配置されており、
学校や生徒の実態に応
じて教材の順を変えて
指導できるよう工夫さ
れている。
○巻頭に「道徳科って
何を学ぶの？」のペー
ジがあり、１年間の学
習の見通しをもてるよ
う工夫されている。
(1年p.4)

○教材に主題名やねら
いが示されていないた
め、自ら課題を見つけ
考えることができるよ
う工夫されている。
○「二つの足跡」は読
み物教材ではなく、設
問に答える形での教材
であり、授業展開の幅
が広がるよう工夫され
ている。
(1年p.70,71)

○全学年で友情をテー
マにした教材「リョウ
とマキ」のシリーズが
掲載され、３年間を通
して登場人物の葛藤や
成長を自分の日常と重
ねて考えられるよう工
夫されている。
(2年p.48-53)
○「ニュースで討論
『支え合いは当たり
前』」では、実際の新
聞紙面のようなレイア
ウトを用いることで、
興味を引くよう工夫さ
れている。
(3年p.88)

○「こんなときどうし
たらいいの」や「ニュ
ースで討論『支え合い
は当たり前』では、障
害者差別解消法を取り
上げ、人権意識を高め
るよう工夫されてい
る。
(2年p.96,97,3年p.88-
91)
○「小泉八雲が見た出
雲の国」は、ふるさと
のよさや異文化と向き
合うことの意味を考え
ることができるよう設
定されている。
(3年p.134-137)

○キャリア教育の視点
から生き方を考えるた
めの教材が学年の発達
段階に応じて掲載され
ている。
(1年p.21,2年p.25,3年
p.100)
○「もっと知りたい」
では、教材に関連した
コラムが掲載されてお
り、その教材で学んだ
ことを深めるよう工夫
されている。
(3年p.21)

○表紙では、過去
から現在まで受け
継いできた伝統や
文化の写真を上段
に、現在から未来
へとつながる新し
い技術の写真を下
段に掲載されてい
る。
○１、２年の「届
けたい言葉」で
は、教材に関連し
た詩や歌の歌詞、
メッセージ等が掲
載されている。
(1年p.134,135,2年
p.68)

○各教材末に「考え、
話し合ってみよう　そ
して、深めよう」があ
り、問いをとおして自
分の事として捉えられ
るよう工夫されてい
る。
○巻末に、道徳の時間
の取組の様子を振り返
るページが設定されて
おり、１年間の成長を
確認することができる
よう工夫されている。

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

特別の教科  道徳　No.４

記
号

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括
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